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琉球国の第二尚王統（十五世紀後半の尚円王に始まる）の時代、琉球の民族宗教に由来する女性の
祭司が統治機構に組み込まれ、神官として各地に配置きれ国王や国家のための祭祀を行っていた。こ
の女神官組織の頂点にいた最高女神官を聞得大君（チフィジン）という。聞得大君は古くは女性の最
セ
ジ
青同位とされ、「御せち」といわれる霊力によって天下を見守り、国王に対して世を守護し支配する霊
力、そして世果報や長寿、戦の霊力などを捧げる役割を担っていた。この聞得大君を頂点とする女神
官が担った国家祭祀制度は、第二尚王統における王権の正当性を支える仕組みの一つとしても機能し
（１）
て
い
た
。
は
じ
め
に
琉球国の最高女神官・聞得大君創設期の諸相
後
田
多
敦
琉球国の最高女神官・聞得大君創設期の諸相9３
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聞
得
大
君
の
ポ
ス
ト
は
十
五
世
紀
末
ま
で
に
は
創
設
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
文
化
的
、
制
度
的
な
起
源
は
さ
ら
に
時
代
を
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
現
段
階
で
そ
れ
を
確
認
で
き
る
同
時
代
資
料
は
な
い
。
本
稿
で
い
う
聞
得
大
君
は
、
同
時
代
資
料
で
確
認
で
き
る
第
二
尚
王
統
に
お
け
る
ポ
ス
ト
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
聞
得
大
君
の
同
時
代
資
料
に
お
け
る
初
出
は
、
第
二
尚
氏
の
墓
陵
で
あ
る
玉
陵
に
建
て
ら
れ
た
「
玉
御
殿
の
碑
文
」
二
五
○
｜
年
）
に
あ
る
「
き
こ
ゑ
大
き
ミ
の
あ
ん
し
お
と
ち
と
の
も
い
か
ね
」
で
、
こ
の
尚
真
王
の
妹
「
お
と
ち
と
の
も
い
か
ね
（
月
（２）
清
）
」
が
初
代
聞
得
大
君
と
さ
れ
て
い
る
。
琉
球
国
は
十
九
世
紀
末
に
滅
亡
し
た
た
め
、
最
後
と
な
っ
た
大
宜
見
ウ
シ
は
月
清
か
ら
数
え
て
十
六
人
目
と
な
る
。
こ
の
大
宜
見
ウ
シ
は
沖
縄
県
の
設
置
後
も
、
数
年
は
公
的
に
聞
得
大
君
と
し
（３）
て
の
仕
事
を
続
け
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
聞
得
大
君
研
究
の
多
く
は
、
就
任
儀
礼
と
さ
れ
る
「
御
新
下
り
」
な
ど
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
聞
得
大
君
自
体
に
つ
い
て
の
研
究
蓄
積
は
少
な
く
、
史
実
や
基
礎
的
な
事
項
に
関
し
て
未
整
理
な
点
も
多
い
。
琉
球
・
沖
縄
に
関
す
る
本
格
的
な
事
典
で
あ
る
『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
で
は
、
聞
得
大
君
に
就
任
し
た
女
性
は
（４）
十五人で、廃止時期を一八七九（明治十一一）年とする。しかし、琉球国時代の就任者は十一ハ人を確認
で
き
る
。
ま
た
、
聞
得
大
君
が
私
化
（
公
的
な
存
在
で
な
く
な
っ
た
）
さ
れ
た
の
は
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
尚
（←。）
家
私
有
財
産
区
分
が
契
機
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
聞
得
大
君
就
任
者
数
や
廃
止
時
期
と
い
う
基
本
的
な
事
項
で
情
報
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
研
究
蓄
積
の
少
な
さ
を
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
聞
得
大
君
創
設
期
に
関
し
て
は
同
時
代
資
料
が
少
な
い
た
め
、
後
代
に
成
立
し
た
「
女
官
御
双
紙
」
や
「
琉
球
国
由
9４
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（６）
来
記
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
首
里
王
府
の
公
式
記
録
で
あ
、
リ
多
く
の
情
報
を
伝
え
て
は
い
る
が
同
時
代
の
記
録
で
は
な
い
。
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
国
家
祭
祀
は
、
王
権
の
中
枢
と
強
く
結
び
つ
き
政
治
的
な
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
た
め
、
文
献
成
立
時
に
お
け
る
政
治
的
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
制
度
創
設
期
は
、
そ
の
傾
向
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
聞
得
大
君
の
基
礎
的
事
項
に
つ
い
て
、
同
時
代
資
料
を
中
心
に
創
設
期
（
こ
こ
で
は
十
五
世
紀
末
か
ら
一
六
○
九
年
の
島
津
侵
略
前
後
ま
で
と
す
る
）
の
史
実
を
確
認
し
、
後
代
の
資
料
や
伝
承
な
ど
を
活
用
す
る
前
（７）
提作業を行いたい。これは、「遺老説伝」の聞得大君漂流讃や「琉球国由来記」にあうＣ場天ノロの神
名
ゆ
ず
り
の
伝
承
な
ど
、
後
代
の
記
述
や
伝
承
の
価
値
を
低
く
見
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
聞
得
大
君
が
第
二
尚
王
統
前
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。
今
後
、
伝
承
や
民
俗
資
料
が
伝
え
る
情
報
を
（８）
積
極
的
に
利
用
す
る
た
め
の
基
礎
的
作
業
の
一
環
で
あ
う
Ｃ
・
同
時
代
資
料
か
ら
、
聞
得
大
君
創
設
期
の
基
本
的
な
事
項
を
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
聞
得
大
君
を
支
え
る
た
め
の
仕
組
み
や
思
想
、
同
時
代
の
出
来
事
な
ど
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
神
話
の
世
界
で
は
な
く
具
体
的
な
史
実
と
し
て
の
聞
得
大
君
を
見
て
い
き
た
い
。
琉球国の最高女神官・聞得大君創設期の諸相9５
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１
同
時
代
の
文
字
資
料
と
非
文
字
資
料
琉
球
国
は
一
六
○
九
（
万
暦
三
十
七
）
年
の
島
津
侵
略
の
際
、
多
く
の
財
宝
や
資
料
を
失
っ
た
。
聞
得
大
君
創
設
期
（９）
の
資
料
も
例
外
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
残
さ
れ
て
い
る
資
料
の
数
も
種
類
も
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
島
津
侵
略
前
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
は
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
石
碑
も
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
の
沖
縄
戦
で
破
壊
さ
れ
、
原
物
の
多
く
は
現
存
し
な
い
。
現
在
利
用
で
き
る
石
碑
関
連
資
料
は
、
琉
球
国
時
代
に
収
集
さ
れ
「
琉
球
国
碑
文
記
」
に
収
録
さ
れ
た
金
石
文
、
ま
た
沖
縄
戦
以
前
に
採
集
さ
れ
た
拓
本
、
戦
禍
を
く
ぐ
り
抜
け
た
石
碑
の
破
片
な
ど
の
形
で
現
在
に
残
る
も
の
だ
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
石
碑
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
一
次
資
料
と
は
い
い
難
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
拓
本
や
金
石
文
か
ら
か
つ
て
の
石
碑
が
再
現
で
き
、
成
立
年
代
の
特
定
で
き
る
（皿）
文
字
や
文
様
の
情
報
な
ど
現
段
階
で
利
用
で
き
る
最
良
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
金
石
文
は
聞
得
大
君
の
存
在
や
活
動
だ
け
で
な
く
、
聞
得
大
君
が
発
し
た
と
さ
れ
る
「
み
せ
、
る
（
ミ
セ
ゼ
ル
ヒ
と呼ばれる言葉を記録している。「みせ、る」は、いうなれば「神」が愚依した聞得大君の一一一一口葉、い
（ｕ）
わば神託である。「みせ魯る」を刻んだ碑文は一二基を確認できるが、これは同時代に記録された聞得
大
君
や
女
神
官
の
発
し
た
言
葉
と
い
っ
て
い
い
。
石
碑
の
ほ
か
に
琉
球
を
訪
れ
た
外
国
人
が
見
聞
し
記
録
し
た
同
時
代
の
文
字
資
料
と
し
て
冊
封
使
録
や
「
李
朝
実
二
間
得
大
君
創
設
期
を
伝
え
る
資
料
9６
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富富富富鯆濤富喜富富富喜富富薑：
Ｚ
録
」
「
琉
球
神
道
記
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
葉
の
通
じ
な
い
外
国
人
が
通
訳
者
を
介
し
て
理
解
し
記
録
と
考
え
ら
れ
（吃）
る
の
で
傍
証
的
な
資
料
と
し
た
。
得１■『
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代
資
料
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④
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①
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号
’六○九以前
一五九七
’五五四
一五四六
’五四三
一五三一
一五二七
一五二二
一五二二
’五一九
一五○’
一五○一
一五○○
’四九八
一四九七
成
立
年
代
梅
岳
梅
南
梅
南
梅南 梅南
？
月
清
？
月
清
月
清
月
清
月
清
月
漬
月
清
？
月
清
？
月
漬
？
聞
得
大
君
尚
寧 尚
清
尚
情
尚
情
尚
情
尚
情
尚
真
尚
真
尚
真
尚
真
尚
真
尚
真
尚
真
尚
真
国
王
女
神
官
の
祭
祀
用
の
扇
浦
添
城
の
前
の
碑
や
ら
さ
も
り
く
す
く
の
碑
添
継
御
門
之
南
之
碑
文
国王頌徳碑（かたのはなの碑）
『おもろさうし」巻一
崇
元
寺
下
馬
碑
真珠湊碑文（石門の西のひもん）
国
王
頌
徳
碑
（
石
門
之
東
之
碑
文
）
そ
の
ひ
や
ふ
の
御
嶽
の
額
字
玉
御
殿
の
碑
文
サ
シ
カ
エ
シ
松
尾
之
碑
文
緑
漆
鳳
凰
雲
点
斜
格
子
沈
金
丸
櫃
国
王
頌
徳
碑
（
荒
神
堂
北
之
碑
文
）
円
覚
禅
寺
記
資
料
名
き
こ
ゑ
大
き
み
き
こ
ゑ
大
き
み
き
こ
ゑ
大
き
み
き
こ
ゑ
大
き
み
き
こ
ゑ
大
き
み
き
こ
へ
大
き
ミ
き
こ
ゑ
大
き
み
聞得大君を表す文字
ミ
せ
せ
る
御
せ
せ
る
御
せ
せ
る
言
葉
日
輪
双
鳳
雲
文
日輪双鳳雲
文
日
輪
双
鳳
雲
文
日
輪
双
鳳
雲
文
日輪双鳳雲文
日
輪
双
鳳
雲
文
双
鳳
雲
文
双
鳳
雲
文
日
輪
双
鳳
雲
文
日
輪
双
鳳
雲
文
日
輪
双
鳳
雲
文
双
鳳
雲
文
日
輪
双
鳳
雲
文
文様
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文
献
で
は
首
里
王
府
が
編
纂
し
た
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
巻
一
が
あ
る
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
は
二
十
二
巻
が
現
在
に
伝わるが、編纂年は三期に分けられる。聞得大君に関するオモロが収録された巻一は一五一一一一（嘉靖
十
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
聞
得
大
君
創
設
期
に
成
立
し
現
在
に
伝
わ
る
数
少
な
い
文
献
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
巻
一
を
含
む
原
本
は
一
七
○
九
（
康
煕
四
十
八
）
年
の
首
里
城
火
災
で
焼
失
し
、
伝
本
は
一
七
一
○
（
康
煕
四十九）年に再編されたものだ。その点で伝来の巻一も厳密な意味で同時代資料ではなく、一定の注
（旧）
意が必要となる。
ま
た
、
文
様
研
究
の
進
展
で
、
非
文
字
資
料
か
ら
多
く
の
情
報
が
読
み
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
比
嘉
実
は
琉
球
国
の
石
碑
や
祭
祀
道
具
な
ど
に
描
か
れ
た
日
輪
双
鳳
雲
文
が
琉
球
国
独
自
の
文
様
で
あ
り
、
王
権
擁
護
の
思
想
と
国
王
讃
仰
の
観
念
と
を
刻
印
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
日
輪
双
鳳
雲
文
の
成
立
と
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
女
神
官
組
織
の
全
国
的
な
編
成
と
関
連
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。
ま
た
、
日
輪
双
鳳
雲
文
は
島
津
侵
略
（
一
六
○
九
年
）
前
に
成
立
し
、
島
津
侵
略
を
境
に
描
か
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
比
嘉
の
研
究
を
展
開
さ
せ
た
安
里
進
は
日
輪
双
鳳
雲
文
の
編
年
を
行
い
、
そ
の
消
滅
過
程
を
解
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
島
津
侵
略
前
に
制
作
さ
れ
、
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
女
神
官
制
度
と
結
び
つ
い
た
日
輪
双
鳳
雲
文
が
描
か
れ
た
（Ｍ）
石碑や祭祀道具などは、聞得大君創設に関する同時代資料だと位置づけていいだろう。
久
米
島
の
女
神
官
，
君
南
風
家
に
伝
来
す
る
「
緑
漆
鳳
凰
雲
点
斜
格
子
沈
金
丸
櫃
」
が
あ
る
。
こ
の
丸
櫃
に
製
作
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
文
様
か
ら
丸
櫃
の
製
作
は
島
津
侵
略
前
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
伝
承
に
よ
る
と
、
こ
9８
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２
日
輪
双
鳳
雲
文
島
津
侵
略
（
一
六
○
九
年
）
前
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
や
女
神
官
が
使
用
し
た
扇
や
関
連
す
る
祭
祀
関
連
道
具
類
に
は
、
日
輪
双
鳳
雲
文
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
比
嘉
実
は
こ
の
文
様
に
着
目
し
、
安
里
進
は
文
様
の
編
年
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
、
成
立
年
代
の
刻
ま
れ
て
い
な
い
道
具
類
も
日
輪
双
鳳
雲
文
か
ら
制
作
時
期
を
限
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
年
代
の
特
定
で
き
る
金
石
文
が
聞
得
大
君
の
存
在
や
活
動
を
記
録
す
る
の
に
対
し
、
中
国
文
様
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
独
自
の
世
界
を
文
様
化
し
た
日
輪
双
鳳
雲
文
と
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
巻
一
は
、
聞
得
大
君
創
設
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
成立・編纂されており、聞得大君創設と女神官組織の編成の確立を伝えるものである。これら聞得大
君
に
関
す
る
同
時
代
の
資
料
を
ま
と
め
た
の
が
表
①
「
聞
得
大
君
創
設
期
に
関
す
る
同
時
代
資
料
」
で
あ
る
。
た
○
の
丸
櫃
は
尚
真
王
が
一
五
○
○
（
弘
治
十
三
）
年
に
行
っ
た
八
重
山
征
討
の
際
、
君
南
風
の
勲
功
に
対
し
て
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
。
文
様
の
編
年
と
尚
真
王
の
八
重
山
征
討
や
君
南
風
の
活
躍
な
ど
の
史
実
が
重
な
り
、
こ
の
丸
櫃
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
君
南
風
（
高
級
神
官
）
の
存
在
や
勲
功
な
ど
も
裏
付
け
る
。
同
一
文
様
の
丸
櫃
が
他
に
も
あ
る
が
、
伝
承
（応）
などで制作年代が限定できるものが「緑漆鳳凰壼云点斜格子沈金丸櫃」である。また、各地に日輪双鳳
雲
文
の
描
か
れ
た
女
神
官
の
扇
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
祭
祀
道
具
な
ど
は
女
神
官
の
祭
祀
用
扇
に
代
表
さ
せ
琉球国の最高女神官・聞得大君創設期の諸相9９
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比
嘉
実
に
よ
る
と
、
琉
球
国
の
石
碑
や
祭
祀
道
具
な
ど
に
描
か
れ
た
太
陽
（
日
輪
）
と
二
羽
の
鳳
凰
、
そ
し
て
瑞
雲
を
組
み
合
わ
せ
た
日
輪
双
鳳
雲
文
は
、
琉
球
国
独
特
の
文
様
と
な
る
。
ま
た
、
比
嘉
は
そ
の
文
様
の
背
後
に
あ
る
思
想
に
つ
い
て
「
日
輪
文
に
王
家
を
象
徴
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
王
権
擁
護
の
思
想
を
、
又
、
鳳
凰
文
や
雲
文
に
英
明
な
君
主
の
出
現
を
象
徴
す
る
中
国
思
想
に
よ
っ
て
国
王
を
讃
仰
す
る
観
念
を
封
印
し
て
い
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
聞
得
大
君
を
頂
点
に
戴
く
古
琉
球
の
神
女
組
織
の
編
成
は
、
地
方
地
方
の
祝
女
に
祝
女
ク
モ
イ
地
と
勾
玉
と
日
輪
双
鳳
雲
文
の
聞得大君を象徴すると考えられている鳳凰が描かれた琉
球国独特の「日輪双鳳雲文」＝「円覚禅寺記」の碑首
成
は
、
地
方
地
方
の
祝
女
に
祝
女
ク
モ
イ
地
と
勾
玉
と
日
輪
双
鳳
雲
文
の
神
扇
と
辞
令
書
を
下
賜
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
、
島
津
侵
略
を
契
機
に
日
輪
双
鳳
雲
文
が
消
滅
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
文
様
と
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
女
神
官
組
織
と
（旧）
の
つ
な
が
り
を
想
定
し
た
。
日
輪
双
鳳
雲
文
の
発
見
は
、
資
料
が
少
な
い
聞
得
大
君
創
設
期
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
日輪双鳳雲文を刻んだ石碑で、現在確認できる最古のものは
一
四
九
七
（
弘
治
十
）
年
建
立
の
「
円
覚
禅
寺
記
」
で
あ
る
。
一
方
で
同
年
に
建
立
さ
れ
た
「
萬
歳
嶺
記
」
と
「
官
松
嶺
記
」
の
文
様
は
日
輪
瑞
雲
文で、鳳凰文がない。同年建立の石碑で鳳凰文の有無の違いが
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
嘉
は
こ
の
一
四
九
七
（
弘
治
十
）
年
前
後
に
日
輪
双
鳳
雲
文
が
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
日
輪
双
鳳
雲
文
の
消
滅
の
時
期
に
1００
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（Ⅳ）
ついて、比嘉実は島津氏による琉球国侵略後（一一ハ○九年）であると指摘する。
日輪双鳳雲文が祭祀道具に用いられていることを踏まえれば、この文様の成立時期の指摘はそのま
ま、聞得大君創設と統治機構における女神官組織の確立についても当てはめていいだろう。つまり、
聞得大君創設と初代月清の就任もこの時期だと考えたい。これら文様の情報から、聞得大君の創設は
その存在を文字で伝える「玉御殿の碑文」の建立時期より数年遡り、おそくとも一四九七（弘治十）
年前後だと考えられる。「玉御殿の碑文」（一五○一年）、「真珠湊碑文（石門の西のひもん）」
（一五二一一年）、「国王頌徳碑（かたのはなの碑）」（一五四一一一年）、「添継御門之南之碑文」（一五四六
年）、「やらさもりくすくの碑」（一五五四年）の石碑には、日輪双鳳雲文（双鳳雲文）が刻まれ、碑
文には聞得大君に関する記述もある。一方で、「円覚禅寺記」（’四九七年）、「国王頌徳碑（荒神堂北
之碑文）」（’四九八年）、「サシカエシ松尾之碑文」（一五○一年）では日輪双鳳雲文が描かれている
が、聞得大君についての記述は碑文にない。「円覚禅寺記」には聞得大君についての記述はないが、
日輪双鳳雲文と女神官組織との関連からこの石碑の碑首に日輪双鳳雲文が刻まれた時期までに、聞得
（旧）
大君とそれを支える文様やその背後の思想は確立していたし」理解していいだろう。
比嘉実の研究を推し進め、日輪双鳳雲文の編年などに取り組んだ安里進は「古琉球の石碑・漆器の
日輪に相対して舞う双鳳という構図は、国王Ⅱ日輪が聞得大君Ⅱ鳳凰の霊威によって支えられている
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。
日
輪
双
鳳
雲
文
は
島
津
侵
略
後
に
消
滅
し
、
宝
珠
双
龍
雲
文
が
lOl琉球国の最高女神官・聞得大君創設期の諸相
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利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
消
滅
過
程
に
つ
い
て
安
里
は
、
ま
ず
鳳
凰
が
消
滅
し
て
そ
の
代
わ
り
に
双
龍
が
用
いられて日輪双龍雲文となり、その後に日輪が消滅し、代わりに宝珠が用いられることで宝珠双龍雲
（四）
文が成立し、日輪双鳳室三文は完全に消滅したとする。
安里の分析は、琉球王権の正当性を支える仕組みと合わせて考えると興味深い。龍文は中国皇帝や
冊封と結びき、島津侵略で消滅した鳳凰文は聞得大君を頂点とする女神官組織と結びついていた。宝
女神官の祭祀用扇。写真は奄美の宇検村に伝わるもの
珠
双
龍
雲
文
へ
の
段
階
的
変
化
と
い
う
日
輪
双
鳳
雲
文
の
消
滅
過
程
に
お
け
る
文
様
の
変
化
は
、
王
権
を
支
え
る
正
当
性
に
対
す
る
首
里
王
府
の
重
心
の
置
き
方
の
変
化
と
の
対
応
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
鳳
凰
文
か
ら
龍
文
へ
、
日
輪
文
か
ら
宝
珠
文
へ
の
変
化
は
、
王
権
を
支
え
る
仕
組
み
の
な
か
で
、
固
有
の
信
仰
に
基
盤
を
持
つ
聞
得
大
君
の
存
在
が
希
薄
化
し
、
冊
封
の
重
点
が
大
き
く
な
る
過
程
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
鳳
凰
文
が
聞
得
大
君
の
存
在
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
一
つ
の
傍
証
と
な
る。女神官が祭祀で用いた扇などに日輪双鳳雲文の描かれたものが残さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
扇
の
製
造
年
代
は
不
明
だ
が
、
日
輪
双
鳳
雲
文
は
島
津
侵
略
後
に
は
消
滅
し
て
い
る
の
で
、
各
地
に
残
る
日
輪
双
鳳
雲
文
の
描
か
れ
た
祭
祀
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Ｓ
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
一
伝
本
の
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
一
は
「
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
が
お
も
ろ
第
一
首
里
王
府
の
御
そ
う
し
嘉
靖
十
年
」
と
題
さ
れ
、
聞
得
大
君
に
関
す
る
オ
モ
ロ
四
十
一
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
原
本
成
立
は
一
五
三
一
（
嘉
靖
十
）
年
と
さ
れ
る
が
、
伝
本
は
首
里
城
火
災
二
七
○
九
年
）
後
の
一
七
一
○
（
康
煕
四
十
九
）
年
に
再
編
さ
れ
た
も
の
だ
。
伝
本
（皿）
に
あ
る
表
題
は
原
本
に
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ
れ
は
オ
モ
ロ
と
い
う
表
現
形
式
や
巻
一
成
立
と
も
か
か
わ
る
重
要
な
問
い
だ
。
た
だ
し
、
巻
一
に
収
録
さ
れ
た
聞
得
大
君
に
関
す
る
オ
モ
ロ
は
、
時
間
の
経
過を考えれば、当然ながら聞得大君ポストが創設された後に創作されたことなる。月清の正確な生没
年
は
不
明
だ
が
、
尚
真
の
妹
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
聞
得
大
君
へ
の
就
任
は
早
く
て
も
十
五
世
紀
末
だ
。
月
清
は
初
代
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
日
輪
双
鳳
雲
文
や
巻
一
収
録
の
聞
得
大
君
関
連
の
オ
モ
ロ
の
成
立
時
期
と
も
重
な
っ
道
具
類
な
ど
も
、
島
津
侵
略
前
の
製
作
と
な
る
。
奄
美
地
方
は
島
津
侵
略
二
六
○
九
年
）
に
よ
っ
て
割
譲
さ
れ
、
琉
球
国
の
版
図
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
奄
美
地
方
に
伝
わ
る
日
輪
双
鳳
雲
文
が
描
か
れ
た
扇
（
写
真
）
の
存
在
は
、
そ
の
扇
が
製
造
さ
れ
た
時
期
だ
け
で
な
（、）
く
、
そ
の
配
布
の
時
期
も
ま
た
島
津
侵
略
前
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
琉
球
国
に
お
い
て
十
六
世
紀
初
め
に
は
各
地
の
女
神
官
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
、
地
方
で
も
日
輪
双
鳳
雲
文
の
道
具
を
使
っ
た
祭
祀
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
裏
付
け
の
一
つ
と
な
る
。
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て
く
る
。
す
る
と
、
初
代
聞
得
大
君
（
月
清
）
に
つ
い
て
の
オ
モ
ロ
は
、
十
五
世
紀
末
か
ら
巻
一
編
蟇
の
一
五
三
一
（嘉靖十）年までの四十年ほどの間に創作されたことになる。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
は
「
首
里
王
府
が
沖
縄
を
中
心
に
し
た
島
々
村
々
に
伝
わ
る
神
歌
（
ク
ェ
ー
ナ
・
ウ
ム
イ
↓
オ
（醜）
モロ）を一二回にわたって採録し、整理し、編集したものである」などと説明されてきた。しかし、少
な
く
と
も
聞
得
大
君
に
関
す
る
巻
一
の
オ
モ
ロ
は
、
聞
得
大
君
の
創
設
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
地
方
に
あ
る
古
い
歌
謡
を
集
め
た
の
で
は
な
く
、
首
里
王
府
に
よ
っ
て
意
図
的
に
新
た
に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
が
お
も
ろ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
や
聞
得
大
君
を
う
た
っ
た
内
容
か
ら
、
創
設
さ
れ
た
聞
得
大
君
の
役
割
を
伝
え
権
威
を
高
め
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
。
初
代
聞
得
大
君
の
任
期
の
終
わ
り
、
つ
ま
り
二
代
目
梅
南
と
の
交
替
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
理
由
は
後
述
す
る
が
、
月
清
は
巻
一
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
に
は
亡
く
な
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
巻
一
に
登
場
す
る
国
王
は
尚
真
で
あ
り
、
聞
得
大
君
は
月
清
の
み
で
二
代
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考
え
た
い
。
巻
一
編
纂
の
背
景
に
は
、
第
二
尚
王
統
に
お
け
る
最
高
神
官
・
聞
得
大
君
創
設
が
あ
り
、
そ
し
て
直
接
的
契
機
は
初
代
月
清
の
死
去
と
二
代
目
へ
の
引
き
継
ぎ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
琉
球
社
会
に
お
け
る
神
歌
の
起
源
が
比
較
的
新
し
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
巻
一
に
収
録
さ
れ
た
オ
モ
ロ
群
は
、
聞
得
大
君
創
設
や
巻
一
編
纂
の
こ
ろ
に
つ
く
ら
れ
、
聞
得
大
君
の
創
設
過
程
で
創
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
巻
一
の
オ
モ
ロ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
聞
得
大
君
に
関
連
し
た
内
容
で
あ
る
の
は
当
然
の
帰
結
と
な
る
。
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首
里
壬
府
に
は
ミ
セ
ゼ
ル
を
記
録
し
た
「
み
す
す
り
御
双
紙
」
が
存
在
し
た
よ
う
だ
が
、
ミ
セ
ゼ
ル
を
オ
モ
ロ
形
式
（型）
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
形
式
を
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
ミ
セ
ゼ
ル
と
オ
モ
ロ
に
は
目
的や役割の違いがあったのだろう。だとすると、巻一のなかにも、ミセゼルからオモロに作り直きれ
たものが存在する可能性も否定できない。巻一収録のオモロは聞得大君創設と結びついて十六世紀前
半
ま
で
に
、
聞
得
大
君
の
制
度
趣
旨
や
役
割
、
そ
の
権
威
を
伝
え
広
め
て
制
度
を
支
え
る
た
め
新
た
に
創
作
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
少
な
く
て
も
、
「
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
オ
モ
ロ
は
聞
得
大
君
が
創
設
さ
れ
て
以
降
に
ある。 オモ
ロ
が
意
図
的
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
例
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
オ
モ
ロ
形
式
に
直
さ
れ
「おもろさうし」に収録されたミセゼルの存在だ。「添継御門の南のひもん」（一五四六年）に記録さ
れ
ミ
セ
ゼ
ル
は
巻
三
の
十
四
の
オ
モ
ロ
と
な
り
、
「
や
ら
ざ
も
り
ぐ
す
ぐ
の
碑
」
（
一
五
五
四
年
）
の
ミ
セ
ゼ
ル
は
巻
十一一一の十八のオモロに、「浦添城の前の碑」（一五九七年）のミセゼルは巻十二の九十のオモロになっ
たと考えられる。首里王府は、古いミセゼルをオモロ形式に再編して「おもろさうし」に収録した。
そのうち、「やらざもりぐすぐ」のもうはらい時のミセゼルが、オモロ（巻十三の十八）に作り直
さ
れ
た
経
緯
が
具
体
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
尚
清
王
が
屋
富
祖
の
大
屋
子
も
い
、
越
来
の
大
屋
子
も
い
、
国
場
の
大
屋
子
も
い
、
国
吉
の
大
屋
子
も
い
の
四
人
に
命
じ
、
ミ
セ
ゼ
ル
を
「
ゑ
と
」
形
式
の
オ
モ
ロ
に
作
り
直
（麹）
さ
せ
て
い
た
。
首
里
王
府
は
、
神
託
を
「
ゑ
と
」
形
式
の
オ
モ
ロ
に
作
り
直
し
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
収
録
し
た
の
で
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１
王
権
の
二
つ
の
正
当
性
と
神
号
琉
球
国
第
二
尚
王
統
で
は
王
権
の
正
当
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
仕
組
み
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
｜
つ
は
中
国
皇
帝
（
明
・
清
）
の
冊
封
を
受
け
、
王
権
に
対
す
る
外
部
の
承
認
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
明
国
は
一
三
七
一
一
（
洪
武
五
）
年
、
楊
載
を
琉
球
に
派
遣
し
て
詔
を
も
た
ら
し
来
貢
を
促
し
た
た
め
、
察
度
王
は
弟
泰
期
を
明
国
へ
派
遣
し
進
貢
を
始
め
た
。
察
度
王
統
の
二
代
目
・
武
寧
は
一
四
○
四
（
永
楽
一
一
）
年
に
明
国
の
冊
封
を
受
け
、
こ
れ
が
確
認
で
き
る
琉
球
国
内
の
最
初
の
冊
封
と
な
る
。
こ
れ
以
後
の
琉
球
の
王
権
に
と
っ
て
、
中
国
皇
帝
（
明
・
清
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た
冊
封
使
に
よ
る
冊
封
儀
礼
は
、
王
権
が
対
外
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
国
内
で
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
、
王
統
が
変
わ
っ
て
も
冊
封
を
受
け
、
王
権
の
正
当
性
を
支
え
る
重
要
な
柱
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
第
二
尚
（妬）
王
統
も
そ
の
シ
ス
ー
ナ
ム
を
引
き
継
い
で
い
る
。
王
権
の
正
当
性
を
支
え
る
も
う
一
つ
の
仕
組
み
は
、
王
権
が
民
族
宗
教
の
「
神
」
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
と
す
（妬）・
る
も
の
で
あ
る
。
明
・
清
朝
を
中
、
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
冊
封
体
制
へ
の
参
加
が
対
外
的
な
承
認
を
演
出
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
も
う
一
方
は
内
な
る
民
族
宗
教
の
「
神
」
か
ら
の
承
認
で
あ
り
、
い
わ
ば
琉
球
に
お
け
る
「
王
権
神
授
」
創
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
二
間
得
大
君
創
設
の
準
備
期
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で
あ
っ
た
。
王
権
を
内
側
か
ら
担
保
す
る
こ
の
仕
組
み
が
、
第
二
尚
王
統
に
お
い
て
は
聞
得
大
君
を
頂
点
と
し
た
女
神
官
組
織
に
よ
る
国
家
祭
祀
で
あ
る
。
た
だ
、
「
王
権
神
授
」
の
背
後
に
あ
る
文
化
や
祭
祀
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
第
二
尚
壬
統
の
聞
得
大
君
を
頂
点
と
し
た
女
神
官
組
織
な
ど
へ
再
編
さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
な
過
程
を
伝
え
る
直
接
的
な
資
料は確認できない。
王
権
の
対
外
的
な
承
認
を
支
え
た
制
度
が
王
交
代
時
の
冊
封
使
節
の
受
け
入
れ
や
関
連
儀
礼
で
あ
り
、
ま
た
進
貢
使
節
の
定
期
的
な
中
国
派
遣
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
久
米
村
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
｜
方
で
、
「
王
権
神
授
」
に
よ
る
正
当
性
を
支
え
る
仕
組
み
を
制
度
化
し
た
の
が
、
聞
得
大
君
を
頂
点
と
し
た
女
神
官
組
織
で
あ
り
、
彼
女
ら
が
担
っ
た
琉
球
国
の
国
家
祭
祀
だ
っ
た
。
国
家
祭
祀
の
た
め
ノ
ロ
ク
モ
イ
な
ど
と
呼
ば
れ
た
女
性
の
神
官
（
宗
教
官
吏
）
が
全
国
に
配
置
さ
れ
、
拠
点
と
し
て
の
屋
敷
や
経
済
的
な
特
典
な
ど
を
与
え
ら
れ
、
祭
祀
を
通
し
て
人
々
の
暮
ら
し
や
精
神
世
界
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
正
当
性
の
仕
組
み
は
、
統
治
機
構
だ
け
で
は
な
く
琉
球
国
王
の
王
号
や
神
号
な
ど
の
呼
称
に
も
表
れ
て
い
る
。
琉
球
国
の
主
に
は
幾
つ
か
の
呼
称
が
あ
っ
た
。
島
津
侵
略
前
の
尚
清
王
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
彼
は
当
時
の
資
料
で「首里天」「大りうきう国中山王」「天つき王にせ」「尚清」として登場する。「首里天」は国内的な
王号であり、「大りうきう国中山王」は中国皇帝より承認される冊封体制のなかの王号である。「天つ
き
王
に
せ
」
は
天
よ
り
授
け
ら
れ
る
神
号
、
固
有
名
詞
と
し
て
は
「
（
尚
）
清
」
と
な
る
。
尚
清
は
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
名
で
象
徴
さ
れ
る
顔
を
持
ち
、
王
権
の
天
よ
り
の
授
与
と
中
国
皇
帝
の
承
認
と
い
う
正
当
性
の
裏
付
け
を
得
な
が
ら
、
国
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（幻）
内
的
に
は
「
首
里
天
（
が
な
し
い
）
」
と
－
し
て
琉
球
国
を
統
治
し
て
い
た
。
王が即位の際に「天（神）より」神号（神名）を授けられたことは、王位が天（神）より承認され
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
国
王
頌
徳
碑
」
は
、
尚
清
に
つ
い
て
具
体
的
に
「
天
よ
り
王
の
御
な
を
は
天
つ
き
王
（羽）
にせとさつけめしょわちへ御いわひ事かき胴リなし」と記述する。神号は舜天の「そんとん」から伝え
残
さ
れ
、
英
祖
、
察
度
、
そ
し
て
第
一
尚
王
統
の
王
で
も
続
き
、
第
二
尚
王
統
の
初
期
ま
で
引
き
継
が
れ
た
。
同
時
代
資料で、尚真王の「おきやかもい」（真珠湊碑文など）、尚清王の「天つき王にせ」（国王頌徳碑な
ど）、尚寧王の「てたがすゑあんしおそひ」（浦添城の前の碑）などが確認できる。しかし、この神号
は
、
島
津
侵
略
後
に
即
位
し
た
第
二
尚
王
統
の
尚
豊
を
最
後
に
消
滅
し
た
。
王
権
正
当
性
の
二
本
柱
と
い
う
視
点
か
ら
王
の
呼
称
を
見
れ
ば
、
中
国
と
の
冊
封
関
係
で
の
王
号
で
あ
る
「
大
り
う
き
う
国
中
山
王
」
と
、
伝
統
的
な
王
権
神
授
と
い
う
側
面
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
神
号
（
神
名
）
、
尚
清
の
例
で
い
え
ば
「天つき王にせ」が重要となる。これらは王権の承認先が付与する号なのである。そして、琉球国自
前
の
王
号
は
「
首
里
天
」
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
王
の
神
号
は
王
権
が
「
天
（
神
）
よ
り
付
与
」
さ
れ
た
と
し
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
、
聞
得
大
君
制
と
同
根
の
思
想
的
背
景
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
琉
球
国
王
の
王
号
や
神
号
は
、
王
権
の
正
当
性
を
支
え
る
二
つ
の
仕
組
み
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
第
二
尚
王
統
は
尚
円
が
第
一
尚
王
統
か
ら
王
権
を
簑
奪
し
て
成
立
し
た
が
、
尚
円
の死去後に王位を継承した尚宣威が「天（神）」に祝賀（承認）されず退位し、代わって尚真が即位
1０８
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２
国
王
の
神
号
と
聞
得
大
君
歴代国王の神号は、尚真王の前と後ではその性格が変化していることが指摘されてきた。比嘉実は
（釦）
尚
真
王
の
前
が
「
日
、
真
物
、
世
の
、
王
」
系
で
、
後
が
「
天
の
末
、
日
の
末
商
」
系
統
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
比
嘉
実
は
こ
の
神
号
の
変
化
を
「
不
死
、
再
生
、
生
命
の
源
泉
と
し
て
の
太
陽
へ
の
同
一
化
を
思
考
す
る
思
想
か
ら
日
神
を
唯
一
、
絶
対
の
王
祖
神
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
末
喬
に
よ
る
統
治
、
支
配
を
正
当
化
す
る
思
想
へ
の
変
遷
を
王
の
（、）
神
号
は
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
神
号
の
変
化
の
背
後
に
は
王
権
田
心
想
の
変
容
が
あ
り
、
第
二尚壬統では王を太陽（日神）の末嵩だと位置づける思想を確立し利用したと考えた。
神
号
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
壬
や
神
号
と
聞
得
大
君
と
の
関
係
を
み
て
い
き
た
い
。
月
清
が
初
代
聞
得
大
君
に
就任した時期は、兄の尚真が一四七七（成化十三）年、十一一一歳で王位についた後と考えていいだろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
尚
真
の
国
王
就
任
時
、
聞
得
大
君
ポ
ス
ト
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
尚
真
王
の
神
号
と
聞
得
大君（初代・月清）との関連性はない。しかし、次の尚清が王位についた段階では、聞得大君は創設
さ
れ
て
い
る
。
尚
清
は
聞
得
大
君
が
創
設
さ
れ
た
後
、
即
位
し
た
最
初
の
国
王
だ
っ
た
。
す
る
と
、
尚
清
の
神
号
が
決
（釣）
するという王権をめぐる一一つの事件●を短期間に経験した。この王位継承をめ〈、る混乱を安定させるた
め
、
王
権
擁
護
の
論
理
と
そ
れ
に
基
づ
く
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
王
の
新
し
い
神
号
の
理
論
づ
け
が
な
さ
れ
な
が
ら
聞
得
大
君
が
創
設
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
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め
ら
れ
た
際
は
、
最
高
女
神
官
だ
っ
た
聞
得
大
君
（
二
代
目
）
が
存
在
し
て
い
た
。
初
代
尚
円
の
神
号
は
「
金
丸
按
司
添
末
継
之
王
仁
子
」
で
、
一
一
代
目
尚
宣
威
は
「
西
之
世
主
」
、
三
代
目
尚
真
は
（犯）
「
お
き
や
か
も
い
」
だ
。
聞
得
大
君
（
月
清
）
と
こ
の
一
二
代
の
神
号
と
は
関
係
が
な
い
。
聞
得
大
君
創
設
後
の
尚
清
王
（
四
代
目
）
に
は
、
日
神
の
末
商
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
天
つ
き
壬
に
せ
」
と
い
う
神
号
が
付
与
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
以
降
の
王
の
神
号
に
は
「
天
の
末
、
日
の
末
商
」
系
統
の
神
号
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
高
女
神
官
で
あ
る
聞
得
大
君
が
神
号
付
与
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
天
の
末
、
日
の
末
商
」
系
神
号
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
王
権
思
想
の
整
備
だ
け
で
な
く
最
高
女
神
官
創
設
と
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
尚円のクーデターで王権を慕奪して成立した第二尚王統では、一一代目と一一一代目の王位継承の混乱を
経
て
、
王
を
「
天
の
末
」
「
日
の
末
商
」
と
位
置
づ
け
る
王
権
思
想
を
整
備
し
、
ま
た
統
治
機
構
に
お
け
る
そ
の
媒
介
者
と
し
て
の
聞
得
大
君
を
創
設
し
た
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
が
四
代
目
尚
清
王
か
ら
具
体
的
に
活
用
適
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
王
に
「
天
つ
き
壬
に
せ
」
と
い
う
神
号
が
与
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
「
天
の
末
、
日
の
末
窩
系
統
」
の
神
号
は
、
聞
得
大
君
創
設
と
併
せ
て
こ
の
時
代
に
新
た
に
整
備
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
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表②察度以降の王の神号と即位時の間得大君
王即位年 iimｲﾓ時の聞得
lll琉球国の最高女神官・聞得大君創設期の諸相
王名 神号 王就任時の聞 大君
琉
球
国
県
第
一
尚
王
統
第
二
尚
王
統
察度
武寧
尚思紹
尚巴志
尚忠
尚思達
金福
尚泰久
尚徳
尚円
尚宣威
尚真
尚清
尚元
尚氷
尚寧
尚壁
尚贋
尚質
尚貞
尚益
尚敬
尚穆
尚温
尚成
尚撤
尚青
尚泰
尚典
尚昌
尚裕
大真物
中之真物
君志其物
勢治高真物
君日
君志
大世主
那之志与茂意
世高主／八幡之王子
金丸按司／添末継之王仁子
西之･世主
おきやかもい
天つき王にせ
日始按司添
英祖にや末按司添日豊操王
日末按司添
てたかすゑあんしおそひ
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
1350
1396
1406
1422
1445
1445
1450
1454
1461
1470
1577
1577
1527
1556
1573
1589
1621
1641
1648
1669
1710
1713
1752
1795
1803
1804
1835
1848
1901
1920
1923
①月清（尚円王女）
②梅南（浦添王子朝満女）
②梅南（浦添王子朝満女）
③梅岳（尚元王妃）
①月嶺（尚永王女）
④月嶺（尚永王女）
④月嶺（尚永王女）
⑤金武王子朝貞女
⑥月心（尚貞王妃）
⑦義雲（尚純妃）
⑦義雲（尚純妃）
③坤宏（尚益王妃）
⑨仁室（尚敬王妃）
⑩寛室（尚敬王女）
⑪順成（尚敬王女）
⑫徳沢（尚哲妃）
⑬法雲（尚穆王女）
⑬法雲（尚穆王女）
⑭仙徳（尚温王妃）
⑭仙徳（尚温王妃）
⑮真鶴金（尚願王女）
⑯真牛金（尚瀬王女）
⑰安室御殿（尚泰王女）
⑰安室御殿（尚泰王女）
⑬今帰仁延子（尚典女）
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Ｓ
「
政
権
」
と
「
教
権
」
を
掌
握
し
た
お
き
や
か
尚
真
王
の
神
号
は
、
「
お
き
や
か
も
い
」
で
あ
る
。
こ
の
神
号
は
尚
清
以
下
の
「
天
の
末
」
「
日
の
末
」
系
統
の
神
号
と
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
尚
真
が
即
位
す
る
前
の
歴
代
王
と
比
べ
て
も
異
質
で
あ
る
。
尚
真
の
神
号
「
お
き
や
か
も
い
」
の
異
質
さ
は
、
そ
こ
に
大
き
な
転
換
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
国
王
の
神
号
と
の
関
連
で
注
目
し
た
い
も
う
一
点
は
、
初
代
尚
円
の
王
妃
で
、
尚
真
王
の
母
の
「
お
き
や
か
」
と
い
う
名
前
と
、
尚
真
王
の
神
号
「
お
き
や
か
も
い
」
の
関
係
だ
。
「
お
き
や
か
も
い
」
は
「
お
き
や
か
」
と
「
も
い
」
に
分
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
尚
真
王
の
神
号
は
母
の
「
お
き
や
か
」
に
「
も
い
」
が
つ
い
た
も
の
だ
。
「
も
い
」
は
接
尾
（羽）
美
称
で
、
「
田
心
い
愛
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
お
き
や
か
も
い
」
は
母
の
名
と
結
び
つ
き
、
ま
た
尚
真
の
童
名
が
そ
の
ま
ま
神
号
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
特
異
で
あ
る
。
お
き
や
か
は
「
玉
御
殿
の
碑
文
」
に
、
「
よ
そ
ひ
お
と
ん
の
大
あ
ん
し
お
き
や
か
」
（
世
添
御
殿
大
按
司
お
き
や
か
）
と
し
て
登
場
し
、
石
碑
で
は
尚
真
王
の
次
、
聞
得
大
君
で
あ
る
娘
月
漬
の
前
に
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
王
の次位、聞得大君より上位である。「女官御双紙」では「此おほきみハ、三十一一一君の最上なり。昔ハ
（狐）
女
性
の
極
位
に
て
御
座
し
し
に
、
大
清
康
煕
一
ハ
年
丁
未
年
、
王
妃
に
次
御
位
に
改
め
た
ま
ふ
な
り
」
と
あ
る
。
聞
得
大
君
は
一
六
六
七
（
康
煕
六
）
年
に
王
妃
の
次
位
へ
と
格
下
げ
さ
れ
る
以
前
は
「
女
性
の
極
位
」
だ
っ
た
。
「
女
性
の
極
位
」
と
い
う
表
現
は
、
当
然
母
后
を
含
め
た
も
の
だ
っ
た
と
理
解
で
き
る
が
、
「
玉
御
殿
の
碑
文
」
で
は
お
き
や
か
の
方
が
聞
得
大
君
（
娘
・
月
清
）
よ
り
先
に
記
載
さ
れ
て
い
る。
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名付けだ。
お
き
や
か
と
尚
真
王
に
つ
い
て
は
、
琉
球
国
を
訪
れ
た
外
国
人
の
目
撃
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
・
斉
州
島
の
金
非
衣
ら
が
一
四
七
七
（
成
化
十
三
）
年
、
与
那
国
島
に
流
れ
着
い
た
。
彼
ら
は
沖
縄
島
を
経
由
し
て
一
四
七
九
（
成
化
十
五
）
年
に
帰
国
し
た
が
、
「
李
朝
実
録
」
は
彼
ら
が
一
四
七
八
（
成
化
十
四
）
年
に
琉
球
で
見
聞
し
た
国
王
の
母
（おきやか）や尚真王の様子を記録している。
「
国
王
、
黄
金
飾
の
大
葦
に
乗
り
、
前
後
の
護
衛
・
儀
伏
甚
だ
盛
ん
な
り
。
又
、
十
余
騎
馬
し
て
随
行
」
し
て
い
た
が
、
通
訳
は
「
国
王
莞
逝
し
、
女
主
国
を
治
む
。
輩
に
乗
る
者
は
是
女
主
な
り
。
騎
馬
の
小
児
は
即
ち
国
王
の
子
な
り
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
彼
が
た
ま
た
ま
目
撃
し
た
お
き
や
か
の
行
列
で
は
、
篭
を
担
ぐ
者
は
二
十
人
近
く
で
、
武
器
を
持
つ
護
衛
は
百
人
ほ
ど
だ
っ
た
。
ま
た
、
「
国
王
が
莞
し
て
、
嗣
君
幼
し
。
故
に
母
后
朝
に
臨
む
。
小
郎
年
長
ず
（弱）
れ
ば
則
ち
当
に
国
王
為
る
べ
し
」
と
国
人
が
語
っ
て
い
た
と伝えている。一四七八（成化十四）とい崖えば、尚
真
が
王
位
に
つ
い
た
翌
年
で
ま
だ
十
四
歳
で
あ
る
。
息
子
を
王
位
に
就
け
た
母
お
き
や
か
の
権
勢
は
強
大
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
よ
そ
ひ
お
と
ん
の
大
あ
ん
し
（
世
添
御
殿
大
按
司
）
」
と
い
う
語
は
「
世
を
守
護
し
支
配
す
る
大
按
司
」
の
こ
と
を
意
味
し
、
ま
さ
に
「
王
」
を
意
味
す
る
名
称
と
も
理
解
で
き
る
。
ま
さ
に
お
き
や
か
の
権
力
の
大
き
さ
を
伝
え
る
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
尚
真
王
の
特
異
な
神
号
の
背
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
尚
真
王
の
神
号
の
決
定
に
は
、
母
親
の
お
き
や
か
が
介
在
し
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
尚
真
王
就
任
に
際
し
て
、
お
き
や
か
が
キ
ミ
テ
ズ
リ
（
女
神
官
）
ら
を
動
か
し
尚
宣
威
を
王
位
か
ら
退
か
せ
た
と
い
う
ク
ー
デ
タ
ー
説
は
、
神
号
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
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そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
誰
が
王
の
神
号
を
決
定
す
る
権
力
を
握
っ
て
い
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
ク
ー
デ
ターと尚真王の神号は、おきやかがこの時期にキミテズリを左右する力だけでなく、国王の神号を決
（妬）
定する権力をも掌握したことを意味している。
先
王
妃
の
お
き
や
か
は
キ
ミ
テ
ズ
リ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
先
王
の
弟
尚
宣
威
王
を
退
け
て
息
子
尚
真
を
王
位
に
つ
け
、
幼
い
王
の
母
と
し
て
「
政
権
」
の
実
権
を
握
っ
た
。
キ
ミ
テ
ズ
リ
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
た
お
き
や
か
は
、
王
の
神号についての実権も掌握し、尚真王の神号付与の際、それまでの伝統によらずに自らの名前と結び
つ
い
た
「
お
き
や
か
も
い
」
と
い
う
神
号
を
与
え
、
神
号
の
世
界
で
も
息
子
で
あ
る
国
王
に
対
し
事
実
上
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
お
き
や
か
は
王
権
を
掌
握
し
、
王
権
の
正
当
性
を
支
え
る
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
力
を
持
ち
「
政
権
」
と
「
教
権
」
の
二
つ
の
権
力
を
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
絶
大
な
る
権
力
だ
っ
た
。
短
期
間
に
起
き
た
王
位
継
承
を
め
ぐ
る
二
つ
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
不
安
定
と
な
っ
た
王
権
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
、
王
の周辺では王権擁護の論理付けと体制の整備が進められ、それが国王は太陽の末商とする論理の確立
と王権の正当性を担保する聞得大君の創設だったのではないだろうか。尚真王が親政する年齢になる
と、おきやかは掌握していた「政権」の実権を尚真王へゆずり渡し、「教権」を娘・月清へ受け継が
せ
た
。
そ
し
て
月
清
は
、
第
二
尚
王
統
の
最
高
女
神
官
・
聞
得
大
君
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お
き
や
か
も
い
と
い
う
特
異
な
神
号
は
、
母
お
き
や
か
が
「
政
権
」
と
「
教
権
」
を
掌
握
し
、
聞
得
大
君
や
新
た
な
神
号
の
思
想
を
生
み
出
す
た
め
の
準
備
段
階
の
産
物
だ
っ
た
と
考
え
た
い
。
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表
③
「
第
二
尚
王
統
の
王
位
、
聞
得
大
君
継
承
王
権
思
想
の
整
備
と
そ
の
裏
付
と
な
る
体
制
の
確
立
の
な
か
で
、
日
輪
双
鳳
雲
文
が
完
成
し
石
碑
や
祭
祀
道
具
な
ど
に描かれ、王の神号が変化しオモロが創作され「おもろさうし』巻一の編纂となった。その思想は日
輪
双
鳳
雲
文
が
描
か
れ
た
石
碑
や
祭
祀
道
具
を
通
し
て
視
覚
的
に
流
布
さ
れ
、
オ
モ
ロ
を
通
し
て
身
体
的
に
広
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
第
二
尚
王
統
に
お
け
る
王
権
の
正
当
性
を
担
保
す
る
仕
組
み
の
一
つ
が
確
立
し
た
。
［
催
信
一
尚
円
尚
宣
威
王
②
Ｉ
居
仁一Ｔ
お
き
①
月
清
可
1２ 具王
③
朝
満
尚
清
王
④
Ｉ
尚
元
王
⑤
さ
す
か
さ
ト梅皀叫王⑥Ⅱ》且③
朝
喬 梅南
回
朝
賢
ｌ
尚
寧
王
⑦
○
は
国
王
、
□
は
聞
得
大
君
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月
清
の
死
亡
時
期
の
下
限
を
こ
の
間
と
す
る
理
由
は
、
家
族
の
年
齢
や
没
年
の
ほ
か
に
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
一
が
尚
清
王
代
の
嘉
靖
十
（
’
五
三
一
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
だ
。
巻
一
の
オ
モ
ロ
に
登
場
す
る
だ
った。
１
初
代
月
清
聞得大君初代「おとちとのもいかね」の号は月清という。父は尚円王、母親はおきやかで兄が尚真
（”）
王
で
あ
る
。
月
清
は
玉
陵
に
葬
ら
れ
、
位
牌
は
天
界
寺
に
置
か
れ
た
。
月
清
の
生
没
年
や
聞
得
大
君
の
在
任
期
間
は
明
確に伝わってはいないが、ある程度の範囲で限定は可能だ。
尚
真
は
一
四
六
五
（
成
化
元
）
年
の
生
ま
れ
な
の
で
、
妹
の
月
清
は
そ
れ
以
後
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
「
玉
御
殿
の
碑
文
」
二
五
○
一
年
）
の
「
き
こ
ゑ
大
き
ミ
の
あ
ん
し
お
と
ち
と
の
も
い
か
ね
」
の
段
階
で
月
清
は
聞
得
大
君
日
輪
双
鳳
雲
文
が
描
か
れ
た
最
古
の
石
碑
は
一
四
九
七
（
弘
治
十
）
年
建
立
の
「
円
覚
禅
寺
記
」
な
の
で
、
こ
の
時
ま
で
に
聞
得
大
君
は
創
設
ざ
れ
月
清
が
就
任
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
母
お
き
や
か
は
一
五
○
九
（
正
徳
四
）
年
に
六十一歳で、尚真は一五二六（嘉靖五）年に六十二歳で亡くなっている。月清は尚真の後に亡くなっ
た
と
推
測
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
死
亡
年
の
下
限
を
一
五
三
一
（
嘉
靖
十
）
年
ま
で
と
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
｡ 四創
設
期
の
聞
得
大
君
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国
王
は
先
代
の
尚
真
王
で
、
聞
得
大
君
は
月
清
で
あ
る
。
巻
一
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
編
纂
の
契
機
が
尚
真
王
の
死
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
く
、
月
清
の
死
に
よ
る
二
代
目
へ
の
引
き
継
ぎ
な
ど
、
聞
得
大
君
側
の
事
情
に
あ
っ
た
と
考
え
た
（犯）
い
・
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
月
清
の
没
年
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
一
の
編
纂
前
後
と
な
る
。
二
つ
目
の
理
由
は
、
二
代
目
梅
南
の
存
在
で
あ
る
。
梅
南
の
父
浦
添
王
子
朝
満
（
尚
清
壬
の
兄
）
は
、
尚
真
王
の
長
男
で
あ
り
な
が
ら
王
位
に
つ
け
な
か
っ
た
人
物
だ
。
朝
満
は
お
き
や
か
に
よ
っ
て
世
子
か
ら
排
除
さ
れ
た
と
伝
え
ら
（羽）
れ、梅南はその朝満の長女である（表③参照）。この北目景を踏まえれば、おきやかと尚真の存命中は、
朝満の長女梅南が聞得大君に就任できたとは考えにくい。「玉御殿の碑文」に刻まれた順番では、「よ
そ
ひ
お
と
ん
の
大
あ
ん
し
お
き
や
か
」
、
「
き
こ
ゑ
大
き
ミ
の
あ
ん
し
お
と
ち
と
の
も
い
か
ね
（
月
清
こ
、
「
さ
す
か
さ
のあんしまなへたる（尚真娘）」、「中くすくのあんしまにきよたる（尚清と：となっている。
碑
文
の
段
階
で
、
尚
真
の
娘
「
ま
な
へ
た
る
」
は
さ
す
か
さ
（
高
級
神
官
）
で
あ
り
、
後
に
国
王
に
な
っ
た
尚
清
よ
り
も
先
に
名
前
が
あ
る
。
し
か
も
、
ま
な
へ
た
る
の
母
親
は
天
女
の
娘
・
銘
苅
子
と
さ
れ
る
。
天
女
の
娘
と
い
う
エ
ビ
（㈹）
ソ
ー
ド
は
ま
な
へ
た
る
周
辺
を
神
話
化
し
、
最
高
神
官
就
任
の
た
め
の
環
境
整
備
だ
と
考
酉
え
て
い
い
。
創
設
期
の
聞
得
大君の継承原理ははっきりしないが、月清の次は尚真王と天女との間の娘「まなへたる」ヘの継承が
用
意
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
王
位
に
つ
け
な
か
っ
た
長
子
・
朝
満
の
長
女
・
梅
南
が
聞
得
大
君
継
承
者
と
し
て
の
順
位
が
高
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
環
境
の
な
か
で
梅
南
が
二
代
目
と
な
れ
た
の
は
、
お
き
や
か
と
尚
真
王
の
二
人
が
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
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整理すると、月清は一四六五（成化一兀）年以降に生まれ、’四七七（成化十三）年から一四九七
（弘治十）年までの問には聞得大君となり、尚真の死後（一五二六）年から、『おもさうし』巻一が編
纂されるまでの間に亡くなったと考えたい。月清の生没年がこの範囲であれば、「真珠湊碑文」
（’五一三年建立）に登場する聞得大君は月清である。「玉御殿の碑文」は一五○一（弘治十四）年時
における聞得大君の存在を示し、「真珠湊碑文」は一五二一一（嘉靖一）年における聞得大君としての
月
清
の
活
動
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
小
島
瑛
禮
は
、
一
五
四
五
年
に
行
わ
れ
た
尚
清
王
の
百
果
報
事
は
、
二
（弧）
代
目
・
梅
南
の
時
代
だ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
「真珠湊碑文」は、首里と真珠湊を結ぶ道が完成した際に建立された石碑で、道の完成を祝った式
典が四月九日に催された時の様子も刻まれている。碑文によると、真珠道の「まうはらい」時に「き
こ
へ
大
き
ミ
き
み
こ
が
降
臨
し
、
「
御
せ
、
る
」
を
た
ま
わ
っ
て
い
る
。
聞
得
大
君
以
外
の
「
き
み
」
は
「
き
み
き
み」で一括しているので、このもうはらいの中心は聞得大君だっただろう。石碑は国家の一大事業の
もうはらいで、ミセゼルを発し、儀礼を行った月清（聞得大君）の様子を伝える。『おもろさうし』
巻一には「きこへ大ぎみやさやはたけおれわちへ節」（三一番）や「きこへきみおそいが節」（’一一四
番）など、聞得大君とお新下りがおこなわれる場となる齋場御嶽の関係が示されたオモロがあり、月
（⑫）
清
の
任
期
中
に
は
既
に
齋
場
御
嶽
が
何
ら
か
の
祈
願
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
首里城外ではあるが、守礼門や歓会門の側にある重要な御嶽・園比屋武御嶽石門には、「首里の／
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２
二
代
目
梅
南
二
代
目
は
梅
南
で
あ
る
。
峰
間
聞
得
大
君
と
呼
ば
れ
た
。
童
名
は
真
加
戸
樽
で
、
浦
添
王
子
朝
満
（
尚
維
衡
）
の
長
女
。
梅
南
は
没
後
、
尚
清
王
に
よ
っ
て
父
朝
満
と
玉
陵
に
合
葬
さ
れ
た
と
い
う
。
生
年
は
不
明
だ
が
、
月
清
が
一
五
三
一
（
嘉
靖
十
）
年
直
前
ご
ろ
亡
く
な
る
と
、
そ
の
後
を
継
い
で
一
一
代
目
聞
得
大
君
に
就
任
し
た
。
没
年
は
記
録
王
お
き
や
か
も
い
／
か
な
し
の
／
御
代
に
た
て
申
候
／
正
徳
十
四
年
己
卯
十
一
月
二
十
八
日
」
と
あ
り
、
石
門
が
一
五
一
九
（
正
徳
十
四
）
年
に
尚
真
王
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
園
比
屋
武
御
嶽
は
そ
の
と
き
ま
で
に
は
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
園
比
屋
武
御
嶽
石
門
の
後
方
に
は
、
尚
巴
志
王
が
一
四
二
七
（
宣
徳
二
）
年
ま
で
に
龍
潭
と
と
も
に
整
備
し
た
安
国
山
（
ハ
ン
タ
ン
山
）
が
あ
る
。
こ
れ
も
御
嶽
整
備
の
一
環
だ
と
す
る
と
、
園
比
屋
武
御
嶽
の
存
在
は
さ
ら
に
時
代
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
一
に
は
首
里
城
内
の
十
嶽
が
謡
わ
れ
て
お
り
、
初
代
月
清
の
時
代
に
は
園
比
屋
武
御
嶽
や
城
内
十
嶽
な
ど
も
存
在
し
て
い
た
。
初
代
月
清
の
在
任
中
に
は
、
聞
得
大
君
が
参
加
し
て
も
う
は
ら
い
や
齋
場
御
嶽
で
の
祭
祀
が
実
施
さ
れ
、
城
内
の
御
嶽
や
園
比
屋
武
御
嶽
石
門
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
聞
得
大
君
と
国
王
を
表
現
す
る
日
輪
双
鳳
雲
文
が
確
立
さ
れ
、
石
碑
や
祭
祀
道
具
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
月
清
の
死
後
に
聞
得
大
君
の
功
績
を
称
え
、
威
光
を
高
め
な
が
ら
顕
彰
し
、
役
割
を
制
度
化
し
二
代
目
へ
引
き
継
ぐ
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
巻
一
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
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（鯛）
があいソ、一五七七（万暦五）年九月一一十七日となっている。
梅南の在任中には「国王頌徳碑」（’五四一一一年）、「添継御門之南之碑文」（一五四六年）、「やらざも
りくすくの碑」（一五五四年）が建立された。その碑文に登場する聞得大君は梅南である。また、『お
もろさうし』巻一編蟇も梅南の在任中だろう。国王尚清、聞得大君梅南という組み合わせの時期は、
『おもろさうし」巻一の編纂、首里城外郭整備、屋良座城造営、弁が嶽の参詣路整備という大規模土
木事業が幾つも実施された。金石文が記録する事跡からすると、多くの国家事業が行われ、祭祀空間
も整備されるなど、聞得大君の存在感が大きかった時期だということができる。
「国王頌徳碑」によれば、弁が嶽参詣道の完成した一五四一一一（嘉靖一一十二）年六月一一十四日、梅南
（聞得大君）が行幸し、国王と「みおみつかひめしよわちへ、眼合わしめ－」よわちへ、御誇りめしよ
わ
ち
や
事
」
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
「
真
珠
湊
碑
文
」
に
あ
っ
た
も
う
は
ら
い
や
ミ
セ
ゼ
ル
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
二
つの儀式は異なったものだったようである。いずれにしても、国王と梅南が臨席して弁が嶽で何らか
（“）
の祝賀の儀式を行っていたことが確認できプ③。
「やらさもりくすくの碑」では、梅南が一五五四（嘉靖三十一一一）年五月四日に降臨し、「まうはら
い」で「ミせ固る」をたまわったことが分る。碑文にはその「ミせ魁る」が刻まれ、この「ミせ包
る
」
は
後
に
「
ゑ
と
」
オ
モ
ロ
の
形
式
に
組
み
替
え
ら
れ
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
十
三
（
十
八
番
）
に
収
録
さ
れ
た
。
巻十一一一編纂は一六二一一一（天啓一一一）年なので、もうはらいの時より七十年ほど後にオモロ形式に直され
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首
里
城
外
郭
整
備
に
つ
い
て
記
録
し
た
「
添
継
御
門
之
南
之
碑
文
」
二
五
四
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
梅
南
は
一
五
四
六
（
嘉
靖
一
一
十
五
）
年
八
月
一
日
、
も
う
は
ら
い
の
と
き
に
ミ
セ
ゼ
ル
を
た
ま
わ
っ
た
。
ま
た
、
九
月
三
日
に
は、「にるやの大主」が「御のほりめしよわちへ」（のぼって）、お祝いをし「御おもる」をたまわっ
て
い
る
。
「
に
る
や
の
大
主
」
は
一
五
四
六
（
嘉
靖
二
十
五
）
年
、
具
体
的
な
人
格
を
も
っ
た
存
在
と
し
て
首
里
城
外
（妬）
郭整備一元成の式典に城外から駆けつけ、オモロを歌って祝ったことになる。
首
里
城
外
郭
整
備
完
成
の
式
典
と
い
う
公
の
場
で
オ
モ
ロ
を
歌
っ
た
の
は
「
に
る
や
の
大
主
」
や
「
き
み
き
み
」
で
あ
っ
た
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
巻
一
（
四
十
番
）
に
登
場
す
る
「
に
る
や
鳴
響
む
大
主
、
か
な
や
鴫
響
む
大
主
」
は
、
海
の
彼
方
の
神
で
、
幸
や
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
現
場
に
来
臨
し
オ
モ
ロ
を
歌
っ
た
（⑪）
「
に
る
や
の
大
主
」
と
さ
れ
た
の
は
何
者
か
。
オ
モ
ロ
を
歌
う
お
も
ろ
、
王
取
は
後
代
に
な
る
と
、
安
仁
屋
家
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
が
、
尚
清
王
代
の
お
も
ろ
主
取
は
数
明
親
雲
上
（
主
取
の
初
代
）
と
さ
れ
る
。
後
代
の
記
録
「
球
陽
」
に
よ
れ
ば
、
数
明
親
雲
上
は
美
里
間
切
伊
覇
村
の
人
で
、
幼
少
よ
り
深
く
神
歌
を
た
し
な
み
、
尚
清
王
の
久
高
島
参
詣
に
（岨）
同
行
し
た
際
、
洋
上
が
荒
れ
た
の
で
神
歌
を
歌
っ
て
鎮
め
た
と
い
う
。
数
明
親
雲
上
の
伝
承
は
巻
一
に
登
場
す
る
「
に
る
や
鳴
響
む
大
主
」
や
「
添
継
御
門
之
南
之
碑
文
」
の
「
に
る
や
の
大主」とも重なってくる。君々が女性であるのに対し、’五四六（嘉靖二十五）年九月一一一日に首里城
へ
来
て
お
も
ろ
を
歌
っ
た
「
に
る
や
の
大
主
」
は
男
性
で
、
そ
の
具
体
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
お
も
る
主
取
り
で
あ
（妬）
たことになう○・
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４
三
代
目
梅
岳
と
四
代
目
月
嶺
一
一
一
代
目
聞
得
大
君
は
梅
岳
（
尚
元
王
妃
）
で
あ
る
。
梅
岳
は
真
和
志
聞
得
大
君
と
呼
ば
れ
た
。
梅
岳
の
生
年
は
不
明
。
前
任
の
一
一
代
目
梅
南
は
一
五
七
七
（
万
暦
五
）
年
九
月
一
一
十
七
日
の
死
去
な
の
で
、
梅
岳
は
こ
の
時
期
に
は
三
代
目
に
就
任
し
た
こ
と
に
な
る
。
梅
岳
は
琉
球
国
や
聞
得
大
君
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
島
津
侵
略
事
件
の
直
前
の
一
六
○
五
（
万
暦
三
十
三
）
年
一
月
十
日
に
亡
く
な
っ
た
。
梅
岳
の
在
任
中
の
一
五
九
七
（
万
暦
二
十
五
）
年
に
「
浦
添
城
の
前
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。
尚
寧
王
が
浦
添
か
ら
首
里
に
到
る
道
路
整
備
事
業
と
し
て
、
太
平
橋
を
石
橋
に
架
け
替
え
き
せ
儀
保
坂
ま
で
石
畳
を
敷
く
工
事
を
行
い
、
そ
の完成を記念して建てられた石碑である。島津侵略事件直前のかながき石碑となった。
こ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
梅
岳
（
聞
得
大
君
）
は
浦
添
城
ま
で
行
幸
し
、
浦
添
城
内
の
「
世
の
つ
ち
（
世
の
頂
）
」
や
城内外の「御いく」「ひのかミ（火の神）」で祈願を行っている。「世のつち」が何を示すかはっきり
り
、
こ
の
時
は
数
明
親
雲
上
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
に
る
や
の
大
主
」
が
数
明
親
雲
上
に
瀝
依
し
、
あ
る
いは、数明親雲上が「にるやの大主」役となり、オモロを歌った様子が碑文に刻まれたのだろう。
梅南が二代目聞得大君となっていた時期、「にるやの大主」が出現してオモロを歌っていた。「にる
や
の
大
主
」
を
体
現
し
た
具
体
的
な
身
体
が
国
家
の
大
事
業
の
完
成
を
祝
う
厳
か
な
公
の
儀
礼
に
登
場
す
る
こ
と
で
、
聞
得
大
君
の
存
在
感
や
威
光
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
な
い
が
、
城
内
の
祭
祀
施
設
だ
と
考
え
て
い
い
。
「
御
い
く
」
は
御
嶽
に
お
け
る
中
心
部
分
、
「
ひ
の
か
ミ
（
火
の
神
と
は
、
琉
球
の
民
族
信
仰
の
中
核
的
対
象
で
あ
る
。
特
別
な
存
在
で
あ
る
聞
得
大
君
が
訪
問
し
て
の
祈
願
は
、
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
寧
王
が
浦
添
城
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
梅
岳
が
浦
添
城
関
連
の
御
嶽
や
火の神で特別に祈願したということだろうか。梅岳の行幸から地方における祭祀対象や祭祀空間が整
備
さ
れ
、
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
四代目は尚永王の娘・月嶺である。’五八四（万暦十二）年九月七日に生まれ、’六五一一一（順治
十）年三月一一十日に七十歳で亡くなった。’一一代目梅岳は一六○五（万暦三十一一一）年の死去なので、月
嶺は少なくてもそれ以後の五十年間ほど聞得大君を務めたことになる。島津侵略の際（一六○九年）、
島津軍は聞得大君御殿（屋敷）を焼き払ったが、その時の聞得大君は月嶺だった。琉球国は侵略軍に
敗
北
し
、
国
王
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
国
外
連
行
さ
れ
る
と
い
う
琉
球
国
に
と
っ
て
転
換
点
と
な
る
大
事
件
に
、
月
嶺
は
四
代
目
の
最
高
神
官
・
聞
得
大
君
と
し
て
遭
遇
し
て
い
た
。
「おきなハの天きや下ハきこゑ大きみの御せちのミまふりめしよはる」（「やらざもりぐすぐ碑」）と
宣言していただけに、島津侵略を防げなかったことで聞得大君をとりまく環境も大きく変わった。国
王
と
聞
得
大
君
を
象
徴
し
た
日
輪
双
鳳
雲
文
は
、
島
津
侵
略
を
境
に
し
て
描
か
れ
な
く
な
っ
た
。
日
輪
双
鳳
雲
文
は
消
えたが、尚寧王と月嶺の組み合わせの時代の一六一一一一（万歴四十一）年、『おもろさうし』巻二が編
纂
さ
れ
て
い
る
。
聞
得
大
君
の
威
光
の
取
り
戻
し
へ
の
試
み
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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同
時
代
資
料
か
ら
、
具
体
的
な
人
物
を
通
し
て
聞
得
大
君
創
設
期
を
検
討
し
て
き
た
。
聞
得
大
君
は
尚
真
王
代
の
十
五
世
紀
末
に
第
二
尚
王
統
に
お
け
る
王
権
の
正
当
性
を
支
え
る
制
度
の
一
つ
と
し
て
創
設
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
聞
得
尚
寧
の
後
を
継
い
だ
尚
豊
は
一
六
一
二
（
天
啓
一
）
年
、
国
王
に
即
位
し
た
。
尚
豊
に
は
「
天
ぎ
や
末
按
司
添
」
と
いう神号が付与された。聞得大君は月嶺である。尚豊王の即位後の一六一一一一一（天啓三）年、『おもろ
さうし」巻三以降が編纂された。巻三の表題は「きこゑ大ぎみがなしおもろ御さうし」で、巻一一一に収
録された六十四首のうち半分の一一一十二首は、一五一一一一（嘉靖十）年に編纂された巻一に収録された初
代
聞
得
大
君
の
オ
モ
ロ
を
再
褐
し
て
い
る
。
巻
四
は
「
あ
お
り
や
へ
さ
す
か
さ
の
お
も
ろ
御
さ
う
し
」
で
、
あ
お
り
や
へ
と
さ
す
か
さ
と
い
う
高
級
神
官
に
関
す
る
オ
モ
ロ
六
十
首
を
ま
と
め
て
い
る
。
月
嶺
（
四
代
目
・
聞
得
大
君
）
在
任
中
の
五
十
年
ほ
ど
の
間
に
、
島
津
侵
略
を
境
に
日
輪
双
鳳
雲
文
が
描
か
れ
な
く
な
り
、
聞
得
大
君
の
活
動
を
伝
え
る
碑
文
も
消
え
、
尚
豊
の
次
に
即
位
し
た
尚
賢
か
ら
は
神
号
も
授
け
ら
れ
な
く
な
っ
た。「おもろさうし」編纂は一六二一一一（天啓一一一）年が最後となった。そして、琉球国最初の正史とさ
れ
る
「
中
山
世
鑑
」
が
一
六
五
○
（
順
治
七
）
年
、
羽
地
朝
秀
（
向
象
賢
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
史
書
に
よ
り
、
王
の
神
号
は
過
去
の
歴
史
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
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大
君
の
霊
力
や
威
光
を
高
め
る
た
め
、
オ
モ
ロ
と
い
う
表
現
形
式
が
用
い
ら
れ
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
巻
一
が
成
立
し
た。また、国王への神号付与という伝統を踏まえながら、第二尚王統では王は太陽（日神）の末喬と
し
て
位
置
づ
け
る
思
想
を
整
備
し
、
新
系
統
の
神
号
が
利
用
さ
れ
た
。
太
陽
の
末
喬
と
し
て
の
国
王
と
、
そ
れ
を
支
え
る
聞
得
大
君
の
存
在
と
い
う
論
理
を
可
視
化
す
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
日
輪
双
鳳
雲
文
が
確
立
し
、
石
碑
や
祭
祀
道
具
な
ど
に
描
か
れ
た
。
そ
し
て
、
日
輪
双
鳳
雲
文
が
描
か
れ
た
扇
な
ど
が
国
家
祭
祀
を
担
う
地
方
の
女
神
官
へ
も
配
布
され、そのイメージが具体的な祭祀の場を通して各地へ広まっていった。この日輪双鳳雲文のイメー
ジ
は
、
オ
モ
ロ
で
も
歌
わ
れ
歌
謡
を
通
し
て
も
広
め
ら
れ
た
。
聞
得
大
君
が
行
っ
た
首
里
城
内
外
で
の
も
う
払
い
や
そ
の
他
の
儀
礼
、
祭
祀
空
間
な
ど
へ
の
行
幸
も
、
聞
得
大
君
の
存
在
や
役
割
を
伝
え
広
め
る
役
割
を
果
た
し
た
。
首
里
王
府
は
聞
得
大
君
を
創
設
し
女
神
官
組
織
を
調
え
る
一
方
で
、
首
里
城
外
郭
や
真
珠
道
の
整
備
、
屋
良
座
城
の
築
城
な
ど
大
工
事
を
実
施
し
な
が
ら
、
多
く
の
女
神
官
を
集
め
た
も
う
払
い
な
ど
を
催
し
、
そ
の
場
に
お
け
る
聞
得
大
君
に
よ
る
ミ
セ
ゼ
ル
、
さ
ら
に
は
、
国
王
や
聞
得
大
君
の
霊
力
を
賞
賛
す
る
オ
モ
ロ
な
ど
を
歌
わ
せ
る
こ
と
で
、
国
家
祭
祀
の
具
体
的
な
姿
を
植
え
付
け
て
い
っ
た
。
独自の文様としての日輪双鳳雲文とそれを描いた石碑の建立や祭祀道具類の配布、神託としてのミ
セ
ゼ
ル
、
聞
得
大
君
の
霊
力
や
威
光
を
賛
美
す
る
オ
モ
ロ
と
い
う
形
式
、
王
が
天
よ
り
授
与
さ
れ
る
神
号
な
ど
、
こ
れ
ら
の
起
源
は
も
の
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
時
代
を
遡
る
が
、
聞
得
大
君
創
設
に
よ
っ
て
自
覚
的
に
整
備
ざ
れ
聞
得
大
君
の
権
威
を
高
め
る
た
め
の
国
家
制
度
と
し
て
確
立
、
あ
る
い
は
再
編
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
島
津
侵
略
に
よ
る
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圓
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１
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ｉ
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囿
１
１
－
圓
圓
聞
得
大
君
の
権
威
の
失
墜
や
地
位
の
低
下
は
、
聞
得
大
君
の
力
の
存
在
を
演
出
す
る
も
の
の
喪
失
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
島津侵略（一六○九年）から、神号を授けられることのなかった国王尚貞の時代は、聞得大君を支
えてきた制度が激しく揺れて衰退した時期だった。「日輪双龍雲文」の消滅と「宝珠双龍雲文」の成
立という文様の変化などは、王権の正当性を支える柱のうち、聞得大君の「御せち」という大きな柱
を
失
っ
た
首
里
王
府
に
よ
る
新
た
な
王
権
安
定
化
へ
の
仕
組
み
を
整
え
る
試
み
の
中
で
起
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
羽
地朝秀（向象賢）による「中山世鑑」（一六五○年）の編纂の背景なども、その文脈でとらえていい
の
か
も
し
れ
な
い
。
島
津
侵
略
と
そ
の
後
の
変
化
と
い
う
激
動
を
生
き
た
月
嶺
は
、
一
六
五
一
一
一
（
順
治
十
）
年
三
月
表
④
同
時
代
資
料
に
登
場
す
る
聞
得
大
君
の
動
き
、
そ
の
文
脈
で
と
ら
え
て
い
い
一六五一一一（順治十）年三月
二
十
日
に
七
十
歳
で
亡
く
な
っ
た。月
嶺
の
死
に
よ
っ
て
、
「
お
き
な
ハ
の
天
き
や
下
ハ
き
こ
ゑ
大
き
み
の
御
せ
ち
の
ミ
ま
ふ
り
め
し
よ
は
る
」
と
さ
れ
て
き
た
最
高
女
神
官
・
聞
得
大
君
の
役
割
と
そ
の
仕
組
み
が
実
質
的
に
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梅
南
梅
南 月
清
月
清
聞
得
大
君
浦
添
城
屋
良
座
城
首
里
城
内
弁
が
嶽
真
珠
道
斉
場
御
嶽
場
所
祈
願
も
諺
７
は
ら
い
も
う
は
ら
い
儀
礼
も
う
は
ら
い
儀礼（祈願）
目
的
ミ
セ
ゼ
ル
ミ
セ
ゼ
ル
ミ
セ
ゼ
ル
聞
得
大
君
の
言
葉
オ
モ
ロ
化
オ
モ
ロ
化
オ
モ
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化
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モ
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終ったのである。それは、「王権神授」による王権の正当性の担保という仕組みが力を失い、琉球の
国
家
祭
祀
制
度
の
役
割
が
質
的
に
変
化
し
た
こ
と
を
も
意
味
し
た
。
月嶺が亡くなり、金武王子朝貞長女（真鍋樽。母は月嶺の娘、本人は月嶺の養女となる）が五代目
と
な
る
と
、
一
六
六
七
（
康
煕
六
）
年
に
は
、
「
女
性
の
極
位
」
だ
っ
た
聞
得
大
君
の
地
位
は
王
妃
の
次
位
へ
と
格
下
セ
ジ
げされた。「御せち」といわれる霊力によって天下を見守り、国王に対して世を守護し支配する霊力、
そして世果報や長寿、戦の霊力などを捧げる役割を担っていた聞得大君の統治機構のなかで格下げさ
れ
、
国
家
制
度
の
な
か
で
の
存
在
や
影
響
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
王
権
の
国
内
的
な
正
当
性
を
担
保
す
る
仕
組
み
と
し
て
創
設
整
備
さ
れ
た
女
神
官
組
織
の
頂
点
で
あ
る
聞
得
大
君
は、琉球国が島津氏に侵略されることで、それを支える基盤を大きく揺さぶられた。琉球の「王権神
授
」
を
具
体
化
し
て
い
た
聞
得
大
君
の
「
栄
光
の
時
代
」
は
、
琉
球
国
が
島
津
軍
に
敗
北
し
た
こ
と
で
終
わ
り
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
聞
得
大
君
は
そ
の
役
割
を
変
え
地
位
を
低
下
さ
せ
た
が
、
そ
の
配
下
の
女
神
官
組
織
や
彼
女
たちが担った祭祀は統治制度のなかで維持され、当初と性質を変えながらも人々の暮らしを規定し影
響力を持ち続けた。
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せ
ぢ
（１）「セジ」は「神霊。不可視の霊力。霊的な力」（「沖縄古語大辞典』角川書店、’九九五年）などと説明二己れ
る。国家祭祀や女神官などについては、宮城栄昌『沖縄のノロの研究』（吉川弘文館、’九七九年）百六頁
以下。鳥越憲三郎『琉球宗教史の研究』（角川書店、一九六五年）’一一百十一頁以下。谷川健一編『日本の
神々旧南西諸島』（白水社、二○○○年）、後田多敦「琉球の国家祭祀制度ｌその変容・解体過程ｌ』（出
版舎Ｍｕｇｅｎ、二○○九年）、「沖縄県史各論編第一一一巻古琉球』（沖縄県教育委員会、二○一○年）
四
百
五
十
一
頁
以
下
の
「
第
六
章
王
府
の
祭
祀
と
信
仰
」
（
池
宮
正
治
執
筆
）
も
参
照
。
（２）「玉御殿の碑文」は『金石文ｌ歴史資料調査報告書Ｖ』（沖縄県教育委員会、一九八五年）百三’百四頁。
本稿で用いた石碑の名称や碑文は同書に拠った。塚田清策『文字に見た沖縄文化の史的研究』（錦正社、
一九六八年）参照。碑文の翻訳は『仲原善忠善全集第二巻」（沖縄タイムス社、’九七七年）四百九十八
頁以下や『東恩納寛惇全集７』（第一書房、一九七九年）の「南島風土記」に拠った。高梨一美『沖縄の女
性祭司の世界ｌ東洋学園女子短期大学女性文化研究所叢書第十輯Ｉ』（東洋学園女子短期大学女性文化研究
所、二○○一一年）の第二部以下参照。
（３）後田多敦「琉球国滅亡後の国家祭祀と中城御殿」（『南島文化』三十五号（沖縄国際大学南島文化研究所、
二
○
一
三
年
）
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
の
首
里
城
接
収
後
の
琉
球
の
国
家
祭
祀
や
そ
の
後
の
聞
得
大
君
継
承
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
／￣ヘ～
１注、-〆￣
128
Hosei University Repository
（５）琉球の国家祭祀の近代における取り扱いについては、後田多敦「尾崎三良の聞得大君殿官幣社列格案」
（「歴史評論』六百三十一号、校倉書房、一一○○二年）、前掲・後田多『琉球の国家祭祀制度ｌその変容・解
体過程ｌ」第三章、前掲・後田多「琉球国滅亡後の国家祭祀と中城御殿」を参照。
（６）「女官御双紙」や「琉球国由来記」は琉球の国家祭祀についての基本資料だが、成立年代は比較的新しい。
「
女
官
御
双
紙
」
原
本
は
現
存
せ
ず
、
戦
前
の
写
本
の
系
統
が
伝
わ
る
。
識
語
は
な
く
、
成
立
は
記
載
内
容
の
下
限
か
ら
一
七
○
六
（
康
煕
四
十
五
）
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
神
道
大
系
神
社
編
五
十
二
沖
縄
』
（
神
道
大
系
編
纂
会、一九八一一年）の「女官御双紙」を使用した。「琉球国由来記」は一七一三（康煕五十二）年編纂。本稿
で
は
外
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
編
『
定
本
琉
球
国
由
来
記
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
年
）
を
用
い
た
。
成
立
の
過
程
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
題
を
参
照
。
鳥越は前掲「琉球宗教史の研究』の三百六十一一頁以下などで「政権と教権」という視点から、伝承など
も積極的に活用して論じている。
（７）高梨一美が古琉球の祭司の資料整理を行い、金石文を利用して多角的に検討している。前掲・高梨「沖縄
の
女
性
祭
司
の
世
界
ｌ
東
洋
学
園
女
子
短
期
大
学
女
性
文
化
研
究
所
叢
書
第
十
輯
ｌ
』
の
第
二
部
。
安
良
城
盛
昭
「
新
・
沖
（４）「沖縄大百科事典』上巻（沖縄タイムス社、一九八三年）の「聞得大君」の項目は宮城栄昌が執筆してい
る。『沖縄県姓氏家系大辞典』（角川書店、一九九二年）の「聞得大君継承図」（六百十五頁）も十五人とす
る
○
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縄
史
論
」
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
○
年
）
で
は
、
辞
令
書
の
同
時
代
資
料
と
し
て
の
価
値
に
言
及
し
、
碑
文
に
も
触
れ
ている。（三十九頁以下）
（８）「遺老説伝」（琉球国の正史「球陽」外巻として王府が国内の説話を収集し編纂したもの）や『鮫川大主由
来
記
』
（
第
一
尚
王
統
の
尚
巴
志
王
、
そ
の
父
、
祖
父
の
三
代
の
略
伝
。
成
立
は
不
詳
）
の
聞
得
大
君
漂
流
讃
に
よ
れ
ば
、
聞
得
大
君
は
第
二
尚
王
統
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
「
琉
球
国
由
来
記
」
が
記
録
す
る
場
天
ノ
ロ
の
神
名
ゆ
ず
り
の
伝
承
も
、
鳥
越
憲
三
郎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
聞
得
大
君
創
設
期
の
出
来
事
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
聞
得
大
君
漂
流
認
と
あ
わ
せ
て
今
後
、
検
討
し
た
い
。
（
９
）
当
時
琉
球
に
滞
在
し
た
僧
侶
喜
安
の
日
記
（
「
喜
安
日
記
」
「
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
二
十
七
巻
」
、
一
一
一
一
書
房
、
一
九
八
一
年
）
よ
れ
ば
、
聞
得
大
君
御
殿
な
ど
も
焼
か
れ
「
家
々
の
日
記
、
代
々
の
文
書
、
七
珍
万
宝
さ
な
が
ら
」
失
わ
れ
た。（六百一頁）
（
Ⅲ
）
各
地
の
金
石
文
を
収
録
し
た
も
の
に
「
琉
球
国
碑
文
記
」
が
あ
る
。
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
、
十
八
世
紀
の
文
献
に
「
碑
文
記
」
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
段
階
で
は
成
立
し
て
い
た
。
戦
前
、
久
場
政
用
が
多
く
の
拓
本
を
残
し
て
い
る
。
東
恩
納
寛
惇
は
「
南
島
風
土
記
」
で
自
身
が
所
蔵
す
る
久
場
政
用
が
採
集
し
た
拓
本
の
目
録
「
故
久
場
政
用
君
手
拓
金
石
目
録」を掲載し、謝意を表している。（前掲『東恩納寛惇全集７』六－七頁）久場の拓本は沖縄戦での石碑喪
失
を
経
て
、
さ
ら
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。
（
、
）
’
七
一
一
年
に
編
纂
さ
れ
た
琉
球
の
辞
書
「
混
効
験
集
」
に
よ
れ
ば
、
「
み
す
づ
り
神
託
之
事
碑
文
記
に
は
み
せ
、
る
と
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伝」（卿）とある。「混効験集」のテキストは池宮正治「混効験集の研究」第一書房、一九九五年）を用い
た
。
前
掲
『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』
で
は
「
（
み
せ
ぜ
る
）
沖
縄
諸
島
に
伝
わ
る
呪
詞
で
、
神
が
人
々
に
告
げ
る
言
葉
。
神
託」などとする。
（皿）琉球国を訪れた冊封使の各冊封使録や「李朝実録」、琉球に滞在した袋中の「琉球神道記」などがある。前
掲
『
沖
縄
県
史
各
論
編
第
三
巻
古
琉
球
』
の
三
百
二
十
六
頁
以
下
、
四
百
九
頁
以
下
参
照
。
（旧）「おもろさうし」の研究は多い。ただ、「おもろさうし」は内容が難解なこともあり、語彙や内容などの文
学
的
側
面
か
ら
の
研
究
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
外
間
守
善
校
注
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
（
上
・
下
）
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
○
年
）
を
利
用
し
た
。
近
代
に
お
け
る
オ
モ
ロ
研
究
の
道
を
開
い
た
伊
波
普
猷
は
初
期
の
研
究
史
も
含
め
て
、
オ
モ
ロ
編
纂
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（
「
伊
波
普
猷
全
集
第
六
巻
』
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
、
七
頁
以
下
）
。
池
宮
正
治
『
琉
球
文
学
論
の
方
法
』
（
三
一
書
房
、
一
九
八
二
年
）
が
「
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
成
立
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
（
六
十
五
頁
以
下
）
。
池
宮
正
治
「
琉
球
文
学
総
論
」
（
「
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
第
咀
巻
』
岩
波
書
店
、
’九九六年）参照。
（ｕ）比嘉実「文様にみる古琉球の思想ｌ日輪双鳳雲文の成立を中心にｌ」（『沖縄久高島の言語・文化の総合的
研
究
』
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
’
九
八
五
年
）
。
こ
の
論
文
は
後
に
「
古
琉
球
の
思
想
」
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
九
一
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。
『
古
琉
球
の
思
想
」
の
四
十
八
、
五
十
頁
。
安
里
進
「
石
碑
文
様
に
表
現
さ
れ
た
王
国
の
思
想」（『浦添市美術館紀要」第一号、浦添市美術館、’九九一年）。この論文は『考古学からみた琉球史』下
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巻
（
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
九
一
年
）
に
再
録
。
文
様
の
変
遷
は
『
考
古
学
か
ら
み
た
琉
球
史
』
下
巻
の
三
十
六
頁
以
下
。
（旧）前掲・安里「考古学からみた琉球史』下巻、四十四頁。
（肥）前掲・比嘉「古琉球の思想』四十八頁。
（Ⅳ）「円覚禅寺記」は前掲「金石文ｌ歴史資料調査報告書Ｖ』四十一頁、二百五十一一一頁。「萬歳嶺記」は
一一一十三’三十四頁。「官松嶺記」は四十一頁。前掲・比嘉『古琉球の思想』’一一十四頁。
（旧）「真珠湊碑文（石門の西のひもん）」は前掲「金石文ｌ歴史資料調査報告書Ｖ』四十三－四十四頁。「国王頌
徳碑（かたのはなの碑）」は一一百一一一十六－二百一一一十七頁。「添継御門の南のひもん」は二百一一一十七－
二百一一一十八頁。「やらさもりくすくの碑」は一一百三十八’二百一一一十九頁。「国王頌徳碑（荒神堂北之碑文）」
は
四
十
二
－
四
十
三
頁
。
「
サ
シ
カ
エ
シ
松
尾
之
碑
文
」
は
百
三
十
四
－
二
百
三
十
五
頁
。
（
ｐ
）
前
掲
・
安
里
「
考
古
学
か
ら
み
た
琉
球
史
』
下
巻
、
五
十
八
’
五
十
九
頁
。
安
里
は
日
輪
双
鳳
雲
文
の
な
か
で
、
日
輪
文
は
国
王
、
双
鳳
文
は
聞
得
大
君
の
象
徴
だ
と
と
ら
え
る
。
ま
た
、
琉
球
で
は
龍
文
は
国
王
、
鳳
凰
文
は
王
妃
を
象
徴
す
る
と
言
われる。（同、五十七頁）
（別）日輪双鳳雲文の描かれた写真の扇は奄美・宇検村のノロ（女神官）の扇（大城弘明氏提供）。
（Ⅲ）前掲『伊波普猷全集第六巻』三百九十頁以下、前掲・池宮『琉球文学論の方法』六十五頁以下。末次智
「
琉
球
の
王
権
と
神
話
』
（
第
一
書
房
、
一
九
九
五
年
）
三
頁
以
下
。
オ
モ
ロ
と
い
う
表
現
形
式
の
成
立
時
期
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
。
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（趾）「混効験集」のなかに「きみま物の美御前みせ守る御きうしに見えたり」（百五十九頁）など、「みせやる御
聞
得
大
君
の
存
在
が
推
測
で
き
る
時
期
は
早
く
て
も
十
五
世
紀
末
で
あ
り
、
「
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
が
お
も
ろ
」
と
銘
打
ち
、
内
容
も
聞
得
大
君
に
つ
い
て
の
オ
モ
ロ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
一
に
「
嘉
靖
十
年
」
（
’
五
三
一
年
）
と
あ
る
以
上
、
そ
の
成
立
年
代
を
否
定
す
る
資
料
が
確
認
で
き
な
い
段
階
で
は
、
巻
一
は
「
嘉
靖
十
年
」
（
一
五
三
一
年
）
に
編
纂
さ
れ
た
と
理
解
し
て
お
く
の
が
順
当
で
あ
る
。
収
録
の
聞
得
大
君
に
関
す
る
オ
モ
ロ
は
聞
得
大
君
創
設
後
に
創
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
池
宮
正
治
は
「
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
王
府
神
女
の
必
要
か
ら
巻
一
が
生
ま
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」
（
前
掲・池宮「琉球文学の方法」八十頁）とする一方で、「巻一と巻三が重複関係にあるのに、巻一のみが八○
年余り古く編纂されたとするのも当然疑わしくなる。まず一六一一一一年と一六二一一一年、つまり近世初頭の編
纂
と
い
う
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
（
前
掲
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
』
第
旧
巻
、
十
一
頁
）
と
す
る
。
し
か
し
、
巻
一
と
巻
三
の
重
複
は
巻
一
一
一
編
纂
の
事
情
が
理
由
の
場
合
も
考
え
ら
れ
、
巻
一
編
纂
時
期
の
問
題
と
直
接
的
な
関
係
は
な
い
。
巻
一
が
「
嘉
靖
十
年
」
（
一
五
三
一
年
）
に
成
立
し
た
こ
と
を
否
定
す
る
資
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
（犯）外間守善『南島の神歌』（中公文庫、一九九四年）二百九十一－一一百九十一一頁。
（別）「浦添城の前の碑」は前掲『金石文ｌ歴史資料調査報告書Ｖ』三十一’’一一十一一頁。前掲・高梨『沖縄の女性
祭司の世界」はミセゼルとオモロを対照している。百一一十一一頁、百三十一一－百一一一十一一一、百四十六－
百
四
十
七
頁
。
前
掲
『
仲
原
善
忠
全
集
第
二
巻
」
五
百
三
十
一
頁
以
下
。
前
掲
「
東
恩
納
寛
惇
６
」
四
百
三
十
四
頁
以
下
など。
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さ
う
し
」
の
存
在
を
伝
え
る
記
述
が
あ
る
。
（
妬
）
安
里
進
ほ
か
編
『
沖
縄
県
の
歴
史
」
（
山
川
出
版
社
、
二
○
○
四
年
）
六
十
頁
以
下
。
冊
封
体
制
と
琉
球
と
の
関
係
に
つ
い
て
は、豊見山和行『琉球王国の王権と外交』（吉川弘文館、二○○四年）二十頁以下など参照。
（
妬
）
鳥
越
憲
三
郎
は
「
王
権
神
授
」
の
視
点
で
、
祭
祀
と
王
権
を
論
じ
て
い
る
。
鳥
越
は
「
神
か
ら
神
性
を
附
与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
治
者
と
し
て
の
権
威
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
琉
球
に
お
い
て
は
そ
の
形
式
と
し
て
、
聖
名
の
授
与
と
キ
ミ
テ
ズ
リ
神
の
祝
賀
と
を
必
要
と
し
た
」
と
す
る
。
前
掲
・
鳥
越
『
琉
球
宗
教
史
の
研
究
』
二
百
六
十
九
頁
、
二
百
六
十
二
頁
以
下
。
佐
喜
眞
興
英
は
「
古
琉
球
に
女
君
が
存
在
し
其
の
霊
力
で
島
国
を
支
配
し
て
居
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
固
よ
り
男
性
の
王
も
存
在
し
た
。
女
君
独
裁
で
は
な
く
王
と
二
重
統
治
権
を
な
し
て
居
た
。
然
し
オ
モ
ロ
を
通
じ
て
み
る
な
ら
ば
女
君
は
国
王
よ
り
も
優
秀
意
思
の
所
有
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
即
ち
女
君
は
第
一
次
主
権
者
で
国
王
は
第
二
次主権者と称することが出来る。女君の有する主権は独自神授（今日の法学者の一一一一口葉をかりて云へぱ最高
独立）であるが、反之国王のそれは専ら女君に依頼（四二目四ｍ）したのである」（旧漢字は新漢字に変え
ママ
た
）
と
、
島
津
侵
略
前
の
聞
得
大
君
の
位
置
を
説
明
し
て
い
る
。
（
「
佐
喜
眞
興
英
全
集
」
（
琉
球
史
料
複
刻
頒
布
〈
万
、
一九七○年）五十一頁。
高
良
倉
吉
は
「
古
琉
球
（
島
津
侵
略
以
前
）
に
お
い
て
聞
得
大
君
職
も
国
王
の
任
じ
る
と
こ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
神
女
組
織
が
行
政
組
織
と
同
じ
よ
う
に
職
制
と
し
て
、
つ
ま
り
、
制
度
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
制
度
を
左
右
す
る
権
限
が
国
王
に
属
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
王
権
が
神
権
に
卓
越
し
て
い
た
と
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する。（高良倉吉『琉球王国の構造」吉川弘文館、’九八七年、’’百二十五’二百一一十六頁）。しかし、国
王
と
聞
得
大
君
の
関
係
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
島
津
侵
略
で
辞
令
書
の
形
式
が
変
化
し
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
国
王
と
聞
得
大
君
の
関
係
も
変
化
し
て
い
る
。
聞
得
大
君
へ
の
辞
令
書
二
七
八
四
年
の
も
の
）
が
一
点
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
六
六
七
（
康
煕
六
）
年
に
聞
得
大
君
の
地
位
が
王
妃
の
次
位
へ
と
格
下
げ
さ
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
代
の
辞
令
書
で
、
地
位
が
下
げ
ら
れ
る
時
代
よ
り
、
さ
ら
に
地
位
や
影
響
力
の
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
島
津
侵
略
前
の
聞
得
大
君
を
説
明
す
る
資
料
と
す
る
に
は
、
状
況
が
違
い
過
ぎ
る
。
聞
得
大
君
の
辞
令
書
は『伊江御殿伝世品展』（那覇市歴史博物館、二○○九年）などに写真が掲載されている（九頁）。
（〃）前掲『金石文ｌ歴史資料調査報告書Ｖ」一一百一一一十六頁。尚清の神号などの三つの呼称は、同時代の石碑
「
国
王
頌
徳
碑
」
に
一
緒
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
国
王
は
国
内
的
に
は
「
首
里
天
（
が
な
し
い
）
」
と
し
て
国
を
統
治
し
て
い
た
。
尚
清
の
神
号
「
天
つ
き
王
に
せ
」
な
ど
に
あ
る
「
に
せ
」
を
神
号
に
含
め
る
か
ど
う
か
疑
問
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
論
点
が
違
う
の
で
一
般
的
な
理
解
に
従
っ
た
。
（
肥
）
各
王
の
「
神
号
」
表
記
な
ど
は
資
料
に
よ
っ
て
微
妙
に
差
異
が
あ
る
。
前
掲
・
『
東
恩
納
寛
惇
全
集
６
』
四
百
三
十
四
頁
以
下
。
前
掲
・
比
嘉
『
古
琉
球
』
九
十
五
頁
以
下
。
前
掲
・
鳥
越
は
『
琉
球
宗
教
史
の
研
究
」
「
聖
名
」
と
呼
ぶ
。
西
百
二
十
一
頁
以
下
）
。
表
②
で
は
金
石
文
の
表
記
を
優
先
さ
せ
、
な
け
れ
ば
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
↓
史
書
（
「
球
陽
」
な
ど
）
の
順
位
で
抜
き
出
し
た
。
そ
の
ほ
か
前
掲
『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
年
表
な
ど
参
照
。
国
王
へ
の
神
号
付
与
は
即
位
の
儀
式
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
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た
だ
、
国
王
の
神
号
が
付
与
さ
れ
た
事
実
は
石
碑
な
ど
の
同
時
代
資
料
で
確
認
で
き
る
。
（別）尚円のクーデターやおきやかの陰謀について、これは一般的な説明となっている。尚円については『伊波
普猷全集第二巻」（平凡社、一九七四年）百八十五頁以下、前掲・鳥越『琉球宗教史の研究』三百六十一一
頁
以
下
。
尚
真
の
就
任
に
つ
い
て
は
「
中
山
世
鑑
』
（
伊
波
普
猷
・
東
恩
納
寛
惇
・
横
山
学
編
『
琉
球
史
料
叢
書
第
五
巻
』
東
京
美
術
、
’
九
七
二
年
）
五
十
六
頁
、
『
伊
波
普
猷
全
集
第
七
巻
』
（
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
）
百
五
十
二
頁
以
下
、
前
掲
・
鳥
越
『
琉
球
宗
教
史
の
研
究
」
三
百
七
十
一
頁
以
下
、
前
掲
・
後
田
多
『
琉
球
の
国
家
祭
祀
制
度
ｌ
そ
の
変
容
・
解
体
過程‐」四十頁以下など参照。
（
釦
）
前
掲
・
比
嘉
『
古
琉
球
」
百
十
八
－
百
十
九
頁
、
前
掲
『
東
恩
納
寛
惇
全
集
６
』
四
百
三
十
四
頁
。
（皿）前掲・比嘉『古琉球の思想』百二十三頁。
（
釦
）
前
掲
『
伊
波
普
猷
全
集
第
六
巻
』
五
百
三
十
六
頁
。
（銘）前掲「東恩納寛惇全集６』五百四十五頁。「おきやか」の語義について、浮き揚がるの意味（前掲「東恩納
寛
惇
全
集
△
四
百
四
十
一
頁
以
下
）
、
側
近
の
意
味
（
前
掲
「
伊
波
普
猷
全
集
第
六
巻
」
五
百
三
十
六
頁
以
下
）
な
ど
の
説
が
あ
る
。
仲
原
善
忠
は
伊
波
説
に
立
っ
て
い
る
（
前
掲
『
仲
原
全
忠
全
集
第
二
巻
」
）
。
こ
こ
で
は
語
義
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
東
恩
納
寛
惇
も
、
尚
真
の
神
号
「
お
き
や
か
も
い
」
は
母
后
の
名
を
嗣
い
だ
も
の
だ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
（
前
掲
『
東
恩
納
寛
惇
全
集
１
」
五
十
一
頁
）
（
弘
）
前
掲
『
神
道
大
系
神
社
編
五
十
二
沖
縄
』
七
十
七
頁
。
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（
弱
）
『
李
朝
成
宗
実
録
』
巻
百
五
。
こ
こ
で
は
「
南
島
史
学
」
第
四
十
三
～
四
十
五
号
（
南
島
史
学
会
、
’
九
九
四
、
五
年
）
を
使
用
し
た
。
第
四
十
三
号
の
四
十
三
頁
、
第
四
十
四
号
の
八
十
五
頁
。
（
鉛
）
前
掲
「
沖
縄
県
史
各
論
編
第
三
巻
古
琉
球
』
の
「
第
六
章
王
府
の
祭
祀
と
信
仰
」
（
池
宮
正
治
執
筆
）
は
「
（
「
中
山
世
鑑
」
の
）
記
事
は
い
か
に
も
怪
し
げ
な
記
事
で
、
そ
も
そ
も
神
女
組
織
は
王
権
を
強
化
す
る
た
め
に
装
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
王
権
を
倒
し
排
す
る
な
ど
で
き
よ
う
は
ず
が
な
い
」
と
し
て
、
尚
真
王
の
即
位
に
関
す
る
『
中
山
世
鑑
』
の
記
述
を
疑
い
、
ま
た
コ
キ
ミ
テ
ズ
リ
』
と
い
う
の
は
、
「
き
み
て
づ
り
の
も
も
が
ほ
う
ご
と
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」
（
四
百
五
十
七
頁
）
と
す
る
。
し
か
し
、
王
権
や
政
権
を
支
え
る
た
め
の
組
織
が
、
王
権
や
政
権
を
覆
す
と
い
う
事
例
は
多
く
あ
る
。
ま
た
「
キ
ミ
テ
ズ
リ
」
は
女
神
官
の
こ
と
だ
ろ
う
。
石
垣
島
の
川
平
の
事
例
で
は
、
神
司
（
祭
祀
を
司
る
女
性
）
の
古
い
呼
称
は
「
テ
ィ
ジ
ィ
リ
ビ
ー
」
で
「
テ
ィ
ジ
ィ
リ
」
は
「
手
擦
る
」
の
意
味
で
、
つ
ま
り
神
司
は
「
て
ず
り
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
神
司
が
両
手
を
こ
す
り
な
が
ら
祈
願
す
る
仕
草
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
。
「
キ
ミ
テ
ズリ」は地位の高い神官を指すと考えていいだろう（前掲・後田多「琉球の国家祭祀制度』四十頁以下）。
（
町
）
伊
波
本
「
王
代
記
」
。
王
家
の
家
譜
を
簡
単
に
し
た
も
の
。
成
立
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
王
府
内
で
記
録
を
追
加
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
伝
本
は
数
種
類
あ
り
、
校
合
な
ど
は
進
ん
で
い
な
い
。
こ
こ
で
は
琉
球
大
学
伊
波
文
庫
の
「
王
代
記
」
を用いた。
（邪）前掲・池宮『琉球文学論の方法』八十頁。
（
羽
）
谷
川
健
一
編
『
日
本
の
神
々
田
南
西
諸
島
』
（
白
水
社
、
二
○
○
○
年
）
で
小
島
瑛
禮
が
聞
得
大
君
の
初
期
の
継
承
に
つ
い
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て
検
討
し
て
い
る
。
（
百
七
十
六
頁
以
下
）
聞
得
大
君
の
二
代
目
以
下
を
特
定
す
る
同
時
代
資
料
は
な
い
。
こ
こ
で
は
「
女
官
御双紙」に拠った。
（
側
）
伊
波
本
「
王
代
記
」
。
銘
苅
子
の
天
女
伝
説
は
、
「
遺
老
説
伝
」
や
「
中
山
世
鑑
」
な
ど
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
高
良
倉
吉
「
琉
球
王
国
史
の
課
題
』
（
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
と
、
伊
是
名
玉
御
殿
東
室
の
一
つ
の
石
棺
の
左
柱
に
「
よ
そ
ひ
を
ど
ん
の
大
あ
ん
じ
お
ぎ
や
か
」
、
右
柱
に
「
お
も
ひ
ま
ぜ
に
が
ね
御
物
」
と
銘
文
が
あ
る
。
ま
た
、
首
里
の
玉
御
殿
に
は
お
ぎ
や
か
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
厨
子
は
な
い
と
い
う
。
（
二
百
六
十
一
頁
以
下
参
照
）
二
代
目
聞
得
大
君
に
嶺
南
が
就
任
し
た
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
似
）
前
掲
『
日
本
の
神
々
南
西
諸
島
」
百
七
十
八
－
百
八
十
八
頁
。
（蛆）前掲・外間『おもろさうし』上巻、三十－一一一十一一頁、三十四－一一一十五頁。
（妬）峰間聞得大君の没年『向姓家譜（小禄家巨。前掲・高良『琉球王国史の課題」（ひるぎ社、一九八九年）は
玉
陵
の
復
原
修
理
工
事
に
際
し
て
行
わ
れ
た
調
査
研
究
の
報
告
書
「
重
要
文
化
財
玉
陵
復
原
工
事
報
告
書
』
（
玉
陵
復
原
修
理
委員会、’九七七年）や「尚敬様御安骨井御移骨日記写』（評定所作成、乾隆二十四年）などの分析で『王
代
記
』
の
記
述
な
ど
を
裏
付
け
、
峰
間
聞
得
大
君
は
玉
陵
に
浦
添
よ
う
ど
れ
か
ら
移
さ
れ
た
父
尚
宣
衡
と
一
つ
の
厨
子
に
合
葬されていることを確認した。（百四十二頁以下）
（
“
）
「
東
恩
納
寛
惇
全
集
７
」
（
第
一
書
房
、
一
九
八
○
年
）
二
百
四
十
一
’
二
百
四
十
四
頁
。
前
掲
・
高
梨
『
沖
縄
の
女
性
祭
司
の世界』百十二頁。
１３８
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（妬）前掲「東恩納寛惇全集６』四百三十四頁以下。前掲・高梨『沖縄の女性祭司の世界」百三十二頁。
（
妬
）
前
掲
『
金
石
文
ｌ
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
Ｖ
』
二
百
三
十
七
－
二
百
三
十
八
頁
（
虹
前
掲
・
外
問
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
上
巻
、
四
十
四
’
四
十
七
頁
。
末
次
智
は
「
に
る
や
の
大
主
、
君
ノ
ー
」
は
、
海
彼
の
理
想
郷
ニ
ル
ャ
カ
ナ
ャ
（
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
）
の
神
（
大
主
）
が
神
女
に
愚
依
し
た
状
態
の
表
現
だ
と
す
る
（
前
掲
・
末
次
『
琉
球
の
王
権
と
神
話
」
四
十
七
頁
）
。
し
か
し
、
現
在
沖
縄
に
残
る
来
訪
神
に
関
す
る
祭
祀
（
例
え
ば
石
垣
島
の
マ
ュ
ン
ガ
ナ
シ
や
、
石
垣
島
や
西
表
島
、
首
里
赤
田
の
ミ
ル
ク
、
宮
古
の
パ
ー
ン
ト
ゥ
な
ど
）
で
は
、
来
訪
神
の
役
割
を
担
う
の
は
男
性
で
あ
る
。
「
神
」
が
懸
依
す
る
場
合
（
女
性
）
と
、
来
訪
神
そ
の
も
の
あ
る
い
は
そ
の
代
理
と
い
う
場
合
（
男
性
）
と
い
う
役
割
の
違
い
が
あ
っ
た
の
か
も
れ
な
い
。
ま
た
、
琉
球
国
時
代
に
民
族
宗
教
に
関
す
る
祭
祀
の
中
心
で
、
男
性
が
役
割
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
お
も
ろ
主
取
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
に
る
や
の
大
主
は
い
わ
ば
神
そ
の
も
の
で
あ
り
来
訪
神
で
あ
る
の
で
、
現
実
的
に
は
女
性
で
は
な
く
男
性
が
そ
の
役
割
を
担
っ
た
と
理
解
す
る
方
が
合
理
的
だ
ろ
う
。
（組）前掲・池宮『琉球文学論の方法』七十七’八十頁。
（了）
l39琉球国の最高女神官・聞得大君創設期の諸相
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